


 

 

序     文 

 

国際協力機構は、ニカラグア共和国政府からの技術協力の要請に基づき、平成 18年（2006

年）1 月から 5 年間、技術協力プロジェクト「住民による森林管理計画」を実施しています。 

  当機構は、協力開始後 2 年 6 ヶ月にあたり、本プロジェクトの進捗状況や現状を把握し、

同国のプロジェクト関係者や派遣専門家に対し、プロジェクトをより効果的・効率的に実

施するために必要な助言と指導を行うことを目的とし、平成 20年 6月 1日から同年 6月 10

日まで、当機構地球環境部森林・自然環境保全第二課の遠藤浩昭課長を団長とする中間評

価調査団を同国に派遣しました。 

調査団は、過去 2 年 6 ヶ月間の投入実績や活動の達成度を確認し、ニカラグア共和国政

府関係者との協議およびプロジェクトサイトでの現地調査の実施を通じ、プロジェクトの

運営や事業内容等に対して必要な提言を行いました。 

この報告書が本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、この技術協力プロジェク

トが両国の友好・親善の一層の発展に寄与することを期待いたします。 

終わりに、本調査に対しご協力とご支援をいただいた両国の関係者の皆様に、心から感

謝の意を表するとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

 

平成 21 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部長 中川 聞夫       
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中間評価調査結果要約表                         
１. 案件の概要 

国名：ニカラグア共和国 案件名：住民による森林管理計画 

分野：自然環境保全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 森林・自然環境グループ

森林・自然環境保全第二課  

協力金額（評価時点）：1.9 億円 

先方関係機関：国家林業庁（INAFOR）, レオン県 3

市（サンタ・ロサ・デル・ペノン市、エル・サウセ市、

サンホセ・デ・アチュアパ市）環境室（UAM） 

日本側協力機関： 

社団法人 日本森林技術協会 

協力 

期間 

2006 月 1 月 23 日～2011 年 1 月 22 日

（5 年間） 

他の関連協力：林野庁 

１-１ 協力の背景と概要 

ニカラグア共和国（以下「ニ」国）の森林面積は、1940 年頃に 700 万 ha 程（国土面積の 54％）有

していたが、薪炭材の生産のための森林伐採、伝統的な焼畑耕作による 無秩序な開拓、綿花・サトウ

キビ等の農地への転換等により、現在では約 330 万 ha（同 25％）まで減少し、土壌流亡・侵食や自然

破壊等への悪影響が懸念されている。また、1998 年 10 月に襲来したハリケーン・ミッチにより、多

くの人命被害が発生し、農地、道路等に甚大な被害を受けた。特に、マリビオス山系の西側山麓では、

大規模な土石 流が発生し、二つの集落が壊滅し多数の被害者が出た他、マナグア湖に流入する河川の

氾濫やマナグア湖の水位上昇などの被害を受け、河川流域の森林管理や植林事業を通じた水土保全機

能の回復を踏まえた防災対策が喫緊の課題となっている。 

このような状況のもと、我が国は、北部太平洋岸地域約 100 万 ha を対象に、住民による森林管理の

取り組み を通じて水土保全機能を向上させるための防災森林管理計画の作成と対象地域の住民によ

る森林管理のための実証調査を行う開発調査「ニカラグア国北部太平洋岸地域防災森林管 理計画調査

（2000 年 12 月～2004 年 7 月）」を実施した。上記開発調査で策定されたマスタープランをふまえ、ニ

国は右開発調査の実証事業で実施された北部太平洋岸地域の中から 9 箇所（3 箇所／市）を対象村落

として選定し、住民自らの森林管理活動により住民の森林管理能力向上を図るとともに、住民が森林

管理活動を自立・継続して実施できるよう INAFOR 職員と市環境室職員の連携による住民支援体制（共

同技術者チーム）の整備を目的とした技術協力プロジェクトの要請がなされた。 

要請を受け JICA は 2005 年 3 月に事前調査団を派遣し、プロジェクト基本計画をとりまとめ、同年

11 月に R/D を署名した後、2006 年 1 月よりプロジェクトを実施した。 

 

１-２ 協力内容 

（１）上位目標 

対象 3 市の住民による森林管理の取り組みによって、水土保全機能が高められる。 

（２）プロジェクト目標 

対象 3 市の対象村落において、参加住民による持続的な森林管理活動が促進される。 

 

 



 
（３）アウトプット 

1.対象村落の参加住民による防災森林管理活動計画が策定され、実施される。  

2.対象 3 市における住民支援体制が強化される。  

3.対象村落の参加住民が森林管理技術を習得する。  

4.対象村落の参加住民が森林管理の重要性を理解する。 

（４）投入（評価時点実績累計） 

日本側： 

1. 専門家派遣：計 4 名（21.06 人月）： 

総括/森林管理、ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ/生計向上、農村社会開発、村落林業/環境教育（※） 

（※2007 年度までは「環境教育」）  

2. 資機材供与  ：約 2,700 千円（パソコン、コピー機、バイク、デジタルカメラ） 

3. 研修員受入 ：9 名(第三国研修 8 名、本邦研修 1 名)  

相手側：  

1. カウンターパート配置：10 名（UTT-PPM6 名、3市環境室 3 名、UTT-PPM 庶務 1 名） 

2. ローカルコスト負担 ：INAFOR;4,300,000 C＄（約 23,700 千円）（2006 年～2008 年実績） 

3 市 

3. 施設        ：UTT-PPM 事務所（レオン市）  

 

２. 評価 

（１）妥当性 

 本プロジェクトの妥当性は、以下のような理由から妥当性が高いと判断できる。 

① プロジェクトの必要性は高い 

対象 3 市は、伝統的な森林伐採に加え、1998 年に襲ったハリケーン・ミッチによる被害や干ばつが

続いたため自然・社会環境が劣化しており、農村住民の 85％以上が貧困層といわれ、国内でも特に

貧しい地域である。そのため当該地域において、自然災害の被害軽減と農業生産の向上を図りつつ、

森林面積の減少に歯止めをかける本プロジェクトは、対象地域・社会、ターゲットグループのニー

ズに合致しているといえる。 

② プロジェクトの優先度が高い 

「ニ」国の JICA 国別事業実施計画の協力重点分野には、「防災」及び「農業・農村開発」が取り上

げられ、本プロジェクトは日本の援助政策及び JICA 国別事業実施計画重点分野に合致している。ま

た「ニ」国の政策として、貧困削減戦略ペーパー（PRSP）は「脆弱グループへの一層の保護」が掲

げ、頻発する自然災害から子供、若者、老人などの社会的弱者を守ることが喫緊の課題としており、

他方 2000 年 8 月に決定された「森林開発政策」では、森林資源に関わる人々の生活向上および国家

経済の発展を目指した森林セクターの持続可能な開発を目標としていることから、「ニ」国の開発政

策との整合性は確認できる。なお、事前評価以降、「ニ」国の政策、経済、社会面等を含むプロジェ

クトを取り巻く環境に大きな変化はない。 

③ プロジェクトで採用している手法（アプローチ）は適切である 

本プロジェクトは、開発調査のＭ／Ｐで提案されたアプローチ（INAFOR 普及員と市環境室職員によ

る「共同技術者チーム（ETC）」による対象住民への技術支援）を採用し、INAFOR 及び市の体制を強

化しつつ、住民の森林管理活動を支援しており、手法（アプローチ）の十分な妥当性が確認できる。



 
（２）有効性 

プロジェクトの有効性は、以下の理由より比較的高いと判断できる。対象 3 市において共同技術者

チーム(ETC)が結成され、コミュニティーにプロジェクトの成果が発現しつつある。しかし、市環境室

の人員および予算不足のため、現時点での市環境室のプロジェクトへの参加が限定的であり、参加型

森林管理に係る OJT による技術指導が十分実施されているとは言い難い（アウトプット２関連）。 

①プロジェクト目標の達成の見込みがあり、進捗状況は比較的順調である 

2007 年 1 月～7 月におけるプロジェクト活動記録（月別活動実施記録）を 1 回以上提出した参加

家族は全体の 84％である。「対象 3 市の対象村落において、参加住民による持続的な森林管理活動

が促進される」というプロジェクト目標達成に向け、プロジェクト活動の進捗状況は比較的良好

である。 

②プロジェクト目標とアウトプットとの因果関係 

対象村落の参加住民は、共同技術者チーム（ETC）による指導内容に対し、ほぼ肯定的な反応を示

し、また、9 割以上の参加住民は森林管理技術の機能とその重要性について一定以上の理解を示し、

70％以上の参加家族が環境改善活動を実施しているため、プロジェクト中間時に到達すべきレベ

ルに到達していると言える（アウトプット 1,3,4）。ただ、市環境室技術者のプロジェクトへの参

加が限定的であるため、現状のままではアウトプット 2（INAFOR と対象 3 市による住民支援体制

の強化）の指標 2-1「共同技術者チームの全てのメンバーが参加型森林管理について技術的に訓練

される」の達成が容易はでない。 

本プロジェクトは、対象地域の住民が自立・持続的に森林活動を実施していくための住民のキャ

パシティーデベロップメント（アウトプット 1,3,4）と、INAFOR および対象 3 市を含む共同技術

者チーム（ETC）による住民支援体制の強化（アウトプット 2）の 2 つのアプローチが重要なコン

テンツとなっており、各アウトプットのプロジェクト目標達成への貢献度は大きいと判断できる。

 

（３）効率性 

プロジェクトの有効性は、以下の理由により概ね高いと判断できる。 

① 投入の質・量・タイミングは適切である 

 日本側の投入として、専門家派遣及び研修員受入は予定通りの投入がなされ、特に研修事業に関し

ては、帰国研修員が研修で学んだ知見をプロジェクト運営に活かそうとする努力が確認できる。「ニ」

国の投入は、施設の提供及びカウンターパートの配置が予定通りなされており、適切な投入と言え

る。 

② コストの妥当性は高い 

プロジェクトの実施組織として INAFOR 内にマスタープラン実施ユニット（UTT-PPM）が組織されて

おり、専門家チームは UTT-PPM の活動の自主的展開を支援する位置付けとし、専門家の現地作業期

間を必要最小限にしているため、中南米地域で実施している類似プロジェクトと比較してコストの

妥当性は適切と判断できる。 

③相手国のローカルコスト負担が限定的である（投入とアウトプット産出の因果関係） 

市カウンターパート経費への不十分なローカルコスト負担が、市環境室技術者のプロジェクトへの

参加が限定的である(アウトプット 2 関連)原因の１つとなっている。 

 



 
３．結果と提言 

別添のとおりプロジェクトストラクチャーを作成し、関係機関(INAFOR,UAM,JICA, Local 

Consultant/NGO)が本プロジェクトの目的を再確認し各機関の役割を明確にした。特に住民に対する森

林保全にかかる技術指導は、ＥＴＣが実施しているが、将来的には市の普及員が行うものであること

を確認した。 

１）ETC の技術指導体制を強化するためには、市環境室の更なる参加が不可欠である。そのための具

体的な方策は以下のとおり。 

a)INAFOR が市のパフォーマンスを強化するために、市に対し必要に応じた技術的支援を行う。（例；

市の年間業務計画の策定や外部資金の獲得等） 

b)各市を取り巻く条件を踏まえ、森林管理活動にかかるコンポーネントの選択と集中を図る 

適時、市環境室がより参加しやすくなるような方策を検討する。（例；各市の状況に応じた森林管

理コンポーネントの選択と集中） 

２）ＥＴＣが対象村落において技術指導を行う際に、より多くの住民が参加できるような技術内容を

検討する（状態のよい耕作地を撮影した写真の配布や、住民の成果を発表するためのイベントへの参

加）。また、ＥＴＣは村落の連絡体制が整備されるよう支援を行う。 

３）地方選挙による市の地方政府の変更が予定されているが、ＩＮＡＦＯＲと各市との協定に基づく

本プロジェクトの市側の実施体制に大きな影響を与えることのないよう、ＩＮＡＦＯＲは協定遵守の

ためのモニタリングを行う。 

 

 以上、プロジェクト活動がさらに推進されるよう、ＩＮＡＦＯＲは中間評価結果を各市と共有し

なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



略 語 表 

 

 

APRODESA Asociaci n de Profesionales para el 

Desarrollo Agrario 

アプロデサ（委託先 NGO） 

CP Counterpart カウンターパート 

EEP Equipo de Ejecuci n del Proyecto プロジェクト実施チーム

（ETC,APRODESA,日本人専門家チ

ームで構成） 

ETC Equipo T cnico Conjunto 共同技術者チーム（INAFOR 技術者と

市環境室技術者で構成） 

FONADEFO Fondo Nacional de Desarrollo Forestal 森林開発国家基金 

INAFOR Instituto Nacional Forestal 国家林業庁 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

M/P Master Plan マスタープラン 

NGO Non-Governmental Organization 非政府組織 

OJT On-the  Job training  実施での訓練 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PO Plan of Operations 活動計画 

UTT-PPM Unidad T cnica Territprial-Proyecto 

Plan Maestro 

INAFOR 内の「マスタープラン実施ユ

ニット」 
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第１章 中間評価の概要 

 

1-1 プロジェクト概要  

 

ニカラグア共和国（以下「ニ」国）の森林面積は、1940年頃に700万 ha程（国土面積の54％）有

していたが、薪炭材の生産のための森林伐採、伝統的な焼畑耕作による無秩序な開拓、綿花・サトウ

キビ等の農地への転換等により、現在では約330万 ha（同25％）まで減少し、土壌流亡・侵食や自

然破壊等への悪影響が懸念されている。また、1998年 10月に襲来したハリケーン・ミッチにより、

多くの人命被害が発生し、農地、道路等に甚大な被害を受けた。特にマリビオス山系の西側山麓では、

大規模な土石流が発生し、二つの集落が壊滅し多数の被害者が出た他、マナグア湖に流入する河川の

氾濫やマナグア湖の水位上昇などの被害を受け、河川流域の森林管理や植林事業を通じた水土保全機

能の回復を踏まえた防災対策が喫緊の課題となっている。 

このような状況のもと、我が国は、北部太平洋岸地域約100万 haを対象に、住民による森林管理

の取り組みを通じて水土保全機能を向上させるための防災森林管理計画の作成と対象地域の住民に

よる森林管理のための実証調査を行う開発調査「ニカラグア国北部太平洋岸地域防災森林管理計画調

査（2000年 12月～2004年 7月）」を実施した。上記開発調査で策定されたマスタープランをふまえ、

「ニ」国は右開発調査の実証事業で実施された北部太平洋岸地域の中から9箇所（3箇所／市）を対

象村落として選定し、住民自らの森林管理活動により住民の森林管理能力向上を図るとともに、住民

が森林管理活動を自立・継続して実施できるようINAFOR職員と市環境室職員の連携による住民支援

体制（共同技術者チーム）の整備を目的とした技術協力プロジェクトの要請がなされた。要請を受け

JICAは 2005年 3月に事前調査団を派遣し、プロジェクト基本計画をとりまとめ、同年11月にR/D

を署名した後、2006年 1月よりプロジェクトを実施した。 

 中間評価時点のスーパーゴール、上位目標、プロジェクト目標、アウトプットは以下のとおりであ

る。 

 

スーパーゴール ：住民による森林管理活動が共同技術者チームの支援を通じて、マスタープランで

対象となった17市において実施される。 

上位目標    ：対象3市の住民による森林管理の取り組みによって水土保全機能が高められる。 

プロジェクト目標：対象3市の対象村落において、参加住民による持続的な森林管理活動が促進され

る。 

アウトプット  ：1. 対象村落の参加住民による防災森林管理活動計画が策定され、実施される。 

         2. 3市における住民支援体制が強化される。 

         3. 対象村落の参加住民が森林管理技術を習得する。 

         4. 対象村落の参加住民が環境の重要性を理解する。 

 
1-2 中間評価調査団派遣の経緯と目的 

本プロジェクトは 2006 年 1 月に開始し、同年 2 月の運営指導調査ではインセプションレポートの

合意を取り付け、また2007年 2月と2008年 2月の2回にわたる運営指導調査では、プロジェクト活

動状況のモニタリング及びプロジェクトの実施体制を構築した。現在、プロジェクトが開始して2年

4ヶ月経過し、プロジェクトを取り巻く状況も変化してきていることから、プロジェクトが順調に効
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果発現に向けて実施されているかどうかを検証し、必要に応じて、プロジェクトの見直しに向けた具

体的な改善策を提言すべく、今回の中間評価調査団の派遣に至った。 

 本中間評価調査団は、以下の4点を目的とした。 

(1) 専門家作成の自己評価表および現地調査を通じ、プロジェクト活動のこれまでの進捗状況や、実

績の検証と実施プロセスの検証を行う。 

(2) 主に妥当性・有効性・効率性・の3つの評価項目に関し、阻害・貢献要因とともに分析し、中間

評価結果要約表（小規模案件用）を作成する。 

(3) プロジェクトをより効果的・効率的に実施するために必要な事項の検討と、必要に応じ、軌道修

正の必要性を検討し、提言を行う。 

(4) (1)～(3)の事項のうち、「ニ」国側と合意された事項をミニッツに取りまとめ署名する。 

 

1-3 調査団の構成 

 

総括 遠藤 浩昭  JICA地球環境部 森林・自然環境グループ 

森林・自然環境保全第二課  課長 

モニタリング 松木 敏彦 JICAニカラグア駐在員事務所 企画調査員 

協力計画   南雲 孝雄 JICA地球環境部 森林・自然環境グループ 

森林・自然環境保全第二課 職員 

         

1-4 評価調査日程 

 

 調査期間は2008年 6月1日（日）から2008年 6月 12日（木）まで（松木団員は6月2日～6日ま

での参団）であり、詳細調査日程は表1-1のとおり。 
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表1-1 評価調査日程 

遠藤団長 南雲団員

1 6月1日 日
15:55 成田発(CO 006)→13:55 ビューストン着
17:30 ヒューストン発(CO1774)→
19:48 マナグア着

2 6月2日 月

 8:30- 9:30事務所協議
 9:30-11:00レオン(プロジェクト事務所)へ移動
11:00-12:00専門家との日程協議
12:00-14:00El Sauce市へ移動
14:00-16:00El Sauce市:Guayabo村落の現地調査
　　　　　 市環境室C/Pインタビュー
19:00-   　INAFOR/Hugo氏と意見交換

3 6月3日 火

15:55 成田発(CO 006)
→13:55 ビューストン着
17:30 ヒューストン発(CO1774)
→19:48 マナグア着

 7:30-10:00移動
10:10-13:00Sta.Rosa del Penon市
　　　　　 El Coyol村落の現地調査
　　　　　 住民及び同市環境室C/Pインタビュー
14:00-15:00Sta.Rosa del Penon市議会議員表敬
15:00-17:30移動
20:00-23:00専門家チームとの打ち合わせ

8:30- 9:30事務所協議
9:30-11:00レオンへ移動

10:00-11:00供与機材活用・管理状況確認
11:00-12:30APRODESAとの個別協議

5 6月5日 木

6 6月6日 金

7 6月7日 土

8 6月8日 日

9 6月9日 月

10 6月10日 火
08:13 マナグア発(CM710)
→10:48　パナマシティ着

12:19 マナグア発(CO1671)
→16:43ヒューストン着

11 6月11日 水 10:50 ヒューストン発(CO 007)→

12 6月12日 木 14:20 成田着

4

 9:30-13:30INAFORとミニッツ協議＠レオン（評価結果要約表、提言内容を確認）
15:00-18:00ミニッツ翻訳作業、INAFOR側への内容確認等

水

 8:45-10:00ミニッツ協議およびミニッツ署名＠INAFOR本部
13:30-14:00JICA事務所における精算等作業
14:00-14:50JICA事務所報告
15:00-16:30大使館表敬・報告

6月4日

 7:00-10:30Achuapa市へ移動
10:30-13:00Achuapa市Las Lajas村落の現地調査、住民インタビュー
14:45-15:30Achuapa市役所副市長表敬
20:00-24:00ミニッツ案作成

6/10-14コロンビア
6/14-6/20コスタリカ、6/22成田
着

官団員
日付

9:00- 9:30ミニッツ内容の確認等
9:30-11:30専門家チームによるETCおよびAPRODESAとの協議
午後　　　資料整理

AM  　　  マナグアへ移動
PM 　　　 JICA事務所・大使館報告用資料の作成

13:30-17:00APRODESA含むETCﾒﾝﾊﾞｰとの協議（技術指導改善方法について）
17:00-17:30Achuapa市環境室C/Pインタビュー

 

1-5 主要面会者 

 

 調査期間中に面会した主要メンバーは以下のとおり。 

(1) 国家林業庁(INAFOR) 

William Schwartz Cunningham      長官 

F tima Calero S.                 森林振興部部長 

Mario Francisco Garc a Roa       森林振興部保護課長 

Hugo Jos  Bola os D vila         UTT-PPM(M/P実施ユニット)室長 

   Adela del Carmen Mart nez Reyez  UTT-PPM Achuapa市担当普及技術員 

   Carolina Delgado Mendieta    UTT-PPM Santa Rosa del Pe  n市担当普及技術員 
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   Martha Lorena Toru o             UTT-PPM El Sauce市担当普及技術員 

   Marlon Alberto Sanchez Munguia  UTT-PPM普及技術員 

   Michael Yuri Chow Blanco         UTT-PPM普及技術員 

   Gloria Hayde  Romero Guevara     UTT-PPM職員 

(2) Leon県 3市 

Denis Alfaro Salmer n|           Achuapa市副市長 

Francisco L pez            〃  市環境室職員 

Srta. Emerita Zamora             Santa Rosa del Pe  n市審議会事務長 

Ligia Rico Rugama           〃                市環境室職員 

Aleyda Johana Luna               El Sauce市環境室職員 

(3) NGO「APRODESA」          

Sabrina Leal Tijerino            理事長 

(4) JICAニカラグア駐在員事務所 

中内 清文                       首席駐在員 

加藤 憲一            企画調査員 

松木 敏彦            企画調査員（プロジェクト担当） 

(5) 在ニカラグア日本大使館 

斎藤 伸一            特命全権大使 

淵上 隆             参事官 

小西 洋一            現地職員（経協補助） 

 

1-6 評価方法・データ収集方法等 

 

1-6-1  評価方法 

 本案件は小規模案件であるため簡易な評価手法を適用し、JICA内部関係者主体にて（１）実績・実

施プロセスの確認および（２）DAC評価5項目のうち、最低限の評価を行った（平成17年 6月 29日

JICA(PC)第 6-16001号）。特に（２）の最低限の評価については、独立行政法人国際協力機構 企画・

評価部評価監査室：プロジェクト評価の実践的な手法, 2004より、今回の調査では主に①妥当性、②

有効性、③効率性の 3 つの観点から検証を行った。加えて、本評価調査は『JICA 事業評価ガイドラ

イン（2004年 1月：改訂版）』に基づき、プロジェクト・デザイン・マトリックス(PDM)を用いた評価

手法に則って実施した。 

 具体的な評価手法は以下のとおり。 

(1) 事前に対象村落住民に配布した質問票や現地調査等を通じ、①実績の確認と②実施プロセスを把

握し、中間評価結果要約表（小規模案件用）に反映させる。 

(2) プロジェクト専門家による自己評価表及び現地調査を通じ、①妥当性、②有効性、③効率性の3

項目を分析し、中間評価結果要約表（小規模案件用）に反映させる。 

(3) 現地調査・協議を通じ、課題を明確にし、より効果的・効率的なプロジェクト運営のため提言、

申し入れを行う。 

(4) 「ニ」国側と合意された事項をミニッツに取りまとめ、現地での協議において合意する。ミニッ

ツ署名に関し、「ニ」国外務省の署名取り付けが必要である場合は、適宜JICA現地事務所の支援を

依頼する。 



 5

 なお、上記評価項目の定義は表1-2のとおりである。 

 

表 1-2 評価項目の定義 

評価項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義

妥当性

プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）が受益者
のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、被援助国お
よび日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは
妥当か、公的資金であるODAで実施する必要があるかなどといった「援助プロ
ジェクトの正当性・必要性」を問う視点。

有効性
プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらさ
れているのか（あるいはもたらされるか）を問う視点。

効率性
主にプロジェクトのコストおよび効果の関係に着目し、資源が有効に活用さ
れているか（あるいはされるか）を問う視点。

 

1-6-2 データ収集方法等 

(1) 既存資料の分析 

 本プロジェクトの討議議事録（R/D）やプロジェクト進捗報告書、業務完了報告書等の関連書類を

レビューし、中間評価の調査計画を作成した。 

(2)自己評価表の作成とアンケート調査 

 日本人専門家に対して、調査実施前に自己評価表の作成を依頼し、事前回収した評価表を基に、不

明な点や情報が不足している事項について、現地調査において補足的にインタビューを行った。また、

3市 9村落の住民を対象に、質問票によるアンケート調査を行った。ただ単に質問票を配布し、回収

するだけでなく、質問票の回収率を向上させるために、村落のリーダーや各市担当の共同技術者メン

バー（以下、ETC）に協力を得て、住民に対する質問内容の説明や質問票回収のサポート等を行った。 

(3)住民に対するインタビュー調査 

 住民に対するアンケート調査を補強する目的で、現地調査の3市を訪問した際に、村落におけるグ

ループインタビューを行った。 

(4)供与機材の確認 

 JICAにより供与した資機材の確認に関し、資機材リストの作成を事前に専門家に依頼し、リストを

基に、現地調査や関係者へのインタビューを行い、機材の状況やその使用、管理状況を確認した。 
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第２章 プロジェクトの実績と現状 

 

2-1 実績と現状の総括  

 中間評価調査実施の段階において、日本側及び「ニ」国側の投入の質、タイミング、量とも概ね妥

当である。結果、ETCが参加住民に提供している技術指導の満足度は比較的高い点を確認した。 

しかしながら、参加住民が作成する個人活動計画の一部は住民のキャパシティーを超えたものであ

り、またプロジェクト開始当初、プロジェクトに対し資機材を過剰に期待した住民のプロジェクト離

れがあり、参加住民数は若干減少した。加えて、ETC を構成する市環境室の技術者は、業務量の多さ

と予算不足により、ETCメンバーとしてUTT-PPM 技術者と合同での住民指導への参加は当初の計画よ

りも少なく、アウトプット2の達成度は必ずしも高くない。資機材の配布については、APPRODESA か

ら村落リーダー、各村落住民まで、一部森林管理活動に係る資機材が適切に配布されなかったため、

森林管理活動に支障が生じた。 

 
2-2 投入実績 

 

2-2-1 日本側の投入実績 

(1) 専門家派遣 

2008年 6月現在の短期専門家派遣実績は、4名（計21.06M/M）である。なお本プロジェクトの実施

については、業務実施契約にて社団法人日本森林技術協会へ委託し実施している。各年度の内訳は表

2-1のとおり。 

 

表 2-1 専門家派遣の実績（2005年 1月～2008年 6月） 

年度 専門家氏名 担当業務 派遣期間 総人月（M/M） 

安養寺紀幸 総括/森林管理 2006.1.23-2006.3.13 1.67 
2005 

小林 周一 ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ/生計向上 2006.1.23-2006.3.13 1.67 
3.33 

安養寺紀幸 総括/森林管理 
2006.7.25-2006.9.7 

2007.1.21-2007.2.11 
2.23 

小林 周一 ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ/生計向上 
2006.7.25-2006.9.19 

2007.1.10-2007.3.5 
3.73 

冨岡 丈朗 農村社会開発 2006.7.29-2006.9.7 1.37 

2006 

西尾 秋祝 環境教育 2007.1.21-2007.3.5 1.47 

8.80 

安養寺紀幸 総括/森林管理 

2007.5.7-2007.6.5 

2007.9.5-2007.9.24 

2008.1.27-2008.3.6 

3.00 

小林 周一 ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ/生計向上 2007.5.7-2007.6.25 1.67 

2007 

西尾 秋祝 環境教育 2008.1.27-2008.3.6 1.33 

6.00 

2008 安養寺紀幸 総括/森林管理 2008.5.1-2008.6.13 1.47 2.93 



 7

西尾 秋祝 村落林業/環境教育1 2008.5.1-2008.6.13 1.47 

合計 21.06 

 

(2) 研修員受入 

 2008年 6月現在、本プロジェクトにおいてC/Pを対象に実施した研修は、パナマでの第三国研修(プ

ロジェクト・マネージャー1名とINAFOR職員3名、市環境室技術者3名の計7名)と本邦研修（1名）

の計2回である。2006年度に実施したパナマ第三国研修は、パナマで実施された技術協力プロジェク

ト「パナマ運河流域保全計画（PROCAPPA）」の村落グループの活動視察及び住民との意見交換、アグ

ロフォレストリー実習等を実施した結果、参加したC/Pは、本プロジェクト対象地と類似した自然環

境における農山村の活動を見聞し知識を広げた。また 2007 年度に本邦にて実施した国別研修では、

プロジェクト・マネージャー兼 UTT-PPM 所長である Hugo 氏を日本に招聘し、視察や講義を通じプロ

ジェクト管理手法や地域振興の事例等を学んだ。研修終了後、Hugo氏は農村開発の住民組織を中心に、

本邦にて見聞した経験をプロジェクトの運営に活かそうという意欲を確認している。参加研修員等の

詳細については、表2-2のとおり。 

 

表 2-2 カウンターパート研修の実績 

年度 コース名（期間） 研修員名 参加時の役職 主な研修項目 

HUGO JOSE BOLA OS 
DAVILA 

INAFOR,UTT-PPM室長 

 

ROGER ANTONIO 
DELGADILLO VIVAS 

 

INAFOR,UTT-PPM普及員 

MARTHA CAROLINA 
DELGADO MENDIETA 

INAFOR,UTT-PPM普及員 

ADELA DEL CARMEN 
MARTINEZ REYES 

INAFOR,UTT-PPM普及員 

LIGIA ESPERANZA 
RICO RUGAMA 

Santa Rosa del Pe  n 市

環境室技術者 

UBER ANDRES URROS 
ARAUZ 

Santa Rosa del Pe  n 市

環境室技術者 

2006 

パナマ第三国研修

（2007年1月14日

-2007年 1月 20

日；7日間） 

FRANCISCO JAVIER 
LOPEZ GONTOL 

Achuapa市環境室技術者 

土壌保全の講義、ア

グロフォレストリー

実習、現場視察（水

田、等高線栽培、テ

ラス栽培、植林等）、

類似JICAプロジェク

ト「パナマ運河流域

保全計画」との意見

交換 

2007 

本邦研修（2007 年

11 月 4 日-2007 年

11月20日；17日間） 

HUGO JOSE BOLA OS 
DAVILA 

INAFOR,UTT-PPM所長 プロジェクト管理手

法、森林を通じた地

域振興、森林組合 

 

(3) 機材供与 

 2005年から2007年度までの機材供与額は、2,377,646円（22,622.7米ドル）2である。その内訳は

                                            
1 2008年度から村落林業と担当業務を加え、村落林業/環境教育とした。その理由として、村落全体

の森林のあり方を踏まえた住民の参加を考慮する必要があるためである。 
2 2008年 6月のJICA交換レート（1US$=105.1円）で計算。 
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表2-3のとおり。 

 

表 2-3 機材供与の実績および保管 

年度 物品名称 規格・品番 数量 金額（US$） 保管場所 

2005 パソコン 

コピー機 

バイク 

DELL GX170L 

KONIKA-MINOLTA bizhub210

YAMAHA XTZ125K(125cc) 

3 

1 

3 

5,330.25

4,285.69

8,700.00

3市役所内 

UTT-PPMオフィス 

3市役所内 

2006 パソコン 

デジタルカメラ 

HP COMPAQ Pavilion A4187C

HP PhotoSmart M627 

2 

3 

2,599.00

1,707.75

UTT-PPMオフィス 

UTT-PPMオフィス 

2007 - - - - - 

計 22,622.69  

  

なお、現地調査において、供与した機材の使用状況および保管状況につき、確認した。その結果、

UTT-PPM プロジェクトオフィスに保管しているコピー機、パソコン、デジタルカメラについては、オ

フィスを使用しない際には必ず施錠をするなど、管理状況は適切であった。しかし、供与したデジタ

ルカメラのうち1台は、管理者の不注意により盗難に遭い紛失したため、UTT-PPM スタッフに対し盗

難再発の対策を促すとともに、管理簿による管理の徹底を指導した。加えて、各市役所で保管するパ

ソコンとオフロードバイクに関し、市環境室担当職員に対しヒアリングを行ったところ、管理簿によ

る適切な利用・管理と、十分なメンテナンスがなされている点を確認した。 

また車両については、開発調査時に供与した3台の車両を使用しており、走行距離は20万 Km、14

万 Km、13万 Kmである。走行距離は大きいものの、C/Pにより日常的にメンテナンスされており、早

急の買い替えの必要はない。しかしながら、道路状況が悪く機動力の低下も想定されることから、今

後のプロジェクト期間中における車両の状況を注視する必要がある。  

 

2-2-2 「ニ」国側の投入実績 

(1)プロジェクト要員（CP、職員、市環境室） 

 開発調査後半からマスタープラン実施ユニットである UTT-PPM が INAFOR 内に設置され、市毎の担

当者が配置された。本プロジェクト開始当初は、マスタープランを実施する専門部署（UTT-PPM）を

設置し、そこの 5 名を CP として任命した。その後 2008 年 6 月時点で、INAFOR では UTT-PPM 室長の

Hugo氏に加え、普及技術員5名、庶務1名の計7名、また3市の市役所環境室職員3名の計10名が

本プロジェクトのCPとして配置されている。 

プロジェクト・マネージャーでありUTT-PPM室長であるHugo氏はプロジェクトの核であり、UTT-PPM

普及技術員をよく取りまとめているが、一人で様々な業務を抱えており、多忙を極めている。一方、

市環境室担当は、3市ともカウンターパートが配置されているが、環境室は1～2名の限られた人員で

市のブラウン・イシュー（環境汚染・廃棄物対策）とグリーンイシュー（森林管理・生物多様性）の

両方を兼務しているため、JICAプロジェクトの活動に十分な時間を費やせているとは言い難く、プロ

ジェクト活動への参加は限定的である。 

 

(2)施設・設備の提供、その他負担 

 プロジェクト事務所はプロジェクト開始当初から INAFOR 林業種子センター内に設置されている。
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INAFORが負担するローカルコスト負担に関しては、2008年6月の中間評価調査実施時点で、4,300,000 

C＄（約23,700千円）である。ただし2006年及び2007年は実績であり、2008年は計画である。以上

のローカルコストには、INAFOR林業育種センター内にあるプロジェクトオフィスや会議室、施設の整

備、事務機器等の整備費が含まれる。一方、市カウンターパート経費に対するローカルコスト負担は

不十分であり、その金額については、INAFORを通じ確認中である。 

 

2-3 活動実績とアウトプット達成状況 

 活動実績については、PDM、POに記された当初計画どおりに活動が実施されている点が確認された。

また、アウトプットの達成状況については、プロジェクト開始時に合意、署名したR/D及びPDMに示

した計画に従い、プロジェクト活動が実施され、プロジェクトが以下のアウトプットを達成したこと

が確認された。各アウトプットの達成度の詳細については、以下のとおり。 

 

2-3-1 アウトプット１ 

アウトプット１ 対象村落の参加住民による防災森林管理活動計画が策定され、実施される。 

指標 1-1 各対象村落において、防災森林管理活動計画が作成され、当該計画に基づ

いて活動が実施される。 

1-2 対象村落の家族の30％が個人活動計画を作成し、実施する。 

指標1-1に関し、第2年次の2006年 7月、8月にかけ、主にETCと APRODESAの技術者がファシリ

テートしながら計画立案ワークショップ実施し、各対象村落において、防災森林管理活動計画（村落

森林管理行動計画）を作成した。それに基づき住民の個人計画が作成され、森林管理活動が実施され

ている。また指標 1-2 に関し、2007 年 7 月時点では対象村落の住民の約 65％が個人活動計画を作成

し、そのうち約55％が活動を実施している点を確認している。中間評価の実施段階では、アウトプッ

ト１は達成していると言えるが、参加住民のプロジェクト活動の参加度については、今後も引き続き

注視する必要がある。また、プロジェクトへの参加住民数が若干減少しているが、これは当初プロジ

ェクトから供与される資機材に過剰な期待をしていた参加住民がプロジェクトを離れたこと等によ

るものである。現時点ではプロジェクトへの影響は限定的であると言えるが、他方、プロジェクト成

果のインパクトという観点から、プロジェクト活動の継続的実施を通じ、参加住民数が維持または増

加するような配慮・工夫が必要である。 

 

2-3-2 アウトプット２ 

アウトプット2 3市における住民支援体制が強化される 

指標 2-1 共同技術者チームの全てのメンバーが参加型森林管理について技術的に訓

練される。 

2-2 各3市において共同技術者チームが結成される。 

2-3 参加者の50％が共同技術者チームの指導に満足する。 

指標2-1については、INAFORの UTT-PPM技術者は平均して月2回程度村落を訪問し、技術指導やワ

ークショップ、モニタリング等の業務をAPRODESAと合同で実施されており、ETCメンバーはOJTによ

り技術的訓練がなされている。しかし、ETC メンバーである市環境室技術者については、必ずしも

INAFOR と APRODESA とともに村落の技術指導に十分参加できておらず、本指標の達成度は低い。また

指標2-2に関し、2006年 1月 27日に実施された3市とINAFORとの協議において、すでにETCが結成
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されたため、本指標は達成されたと言える。最後に指標2-3だが、今回の中間評価に先立ち実施した

村落住民へのアンケートにおいて、ETCによる技術指導の頻度や内容に関し、約90％のアンケート回

答者が肯定的反応を示した。 

 

2-3-3 アウトプット３ 

アウトプット3 対象村落の参加住民が森林管理技術を習得する。 

指標 3-1 参加者は、森林管理技術、その機能及び重要性を学ぶ。 

3-2 全ての対象村落で森林防火隊が組織され、訓練される。 

指標3-1に関し、これまで実施されたワークショップの結果や村落活動から判断すると、参加住民

度は一定のレベルに達しており、今回の評価調査で実施したアンケートにおいても、個人差はあるも

のの、9割前後の住民が森林管理に係る技術を学び、また森林の機能についても何らかの形で理解し

ていることを確認した。また指標3-2に関し、第2年次において、対象9村落で防火隊が結成された。

その後、プロジェクト活動において防火意識向上のための説明会や防火マニュアルの配布、防火訓練

の実施を行っている。村落によって差があるものの、森林防火隊はそれぞれ活動を展開している。 

またETCの住民に対する技術指導に関しては、指導のテーマや方法、時期等に課題がある。以上の

ような課題を克服し、住民個人のニーズと村落別の防災森林管理活動計画に沿った技術指導を提供で

きるよう、事前ワークショップにおいて、住民とともに考え行動に移す必要がある。 

 

2-3-4 アウトプット４ 

アウトプット4 対象村落の参加住民が環境の重要性を理解する。 

指標 環境教育に参加した家族の70%が環境改善の活動を実施する。 

 本プロジェクトで実施している環境教育は、子供に対しポスター作成や寸劇上演等の学校活動や村

落美化活動を通じた環境教育を実施している。一方大人に対しては、土壌保全や森林管理の理解を通

じた環境教育を展開している。今回の中間評価で実施したアンケート結果によると、環境教育に参加

した家族数のうち、環境改善活動を実施した者の割合は70％を超えており、現時点でアウトプットの

達成度は良好といえる。しかしながら、参加住民にとって環境教育の内容が村内の清掃等の環境管理

分野の偏ったものとして捉えられている恐れがある。今後、本プロジェクト内容に即した森林保全に

関係した内容の環境教育活動を実施する必要がある。 

 

2-4 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標 対象 3 市の対象村落において、参加住民による持続的な森林管理活動が促進さ

れる。 

指標 参加家族の50％が持続的森林管理活動を自発的に実施する。 

参加住民は、各自が作成した計画に基づいて森林管理活動を実施している。具体的には、実施した

活動内容を月毎に記載する「月別活動実施記録」の 2007 年 1 月～7 月の回収数は全参加者の 84％、

また10月は単独月で57％であった。実際、活動したにも関わらず実施記録を提出していない参加者

も含まれること、また2007年 10月は例年に比べ雨が多く、活動し難い季節であったことを考慮する

必要がある。今回の調査から言えることは、「月別活動実施記録」を提出した者は少なくともプロジ

ェクトの森林管理活動に参加していると言え、2回の調査とも50％を超えている。 

中間評価調査実施時点では、最初に計画を作成した 2006 年 9 月から 1 年半を経過した程度である
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ため、プロジェクト目標および指標にある、参加住民によって持続的森林管理活動が自発的・持続的

に実施されたか否かについては、今後の経過を観察し判断する必要がある。 

 

2-5 プロジェクト実施体制・実施のプロセス 

 プロジェクトの実施体制に関し、現時点で「ニ」国側の変更はない。一方、日本側専門家チームの

アサインに関し、2008 年度から専門家の担当分野を「環境教育」から「村落林業/環境教育」に変更

した。また事前調査時に指摘された、市環境室技術者の人員不足は依然として解決されておらず、今

回の中間調査においても、市環境室のプロジェクト活動（ETC による住民指導）への参加が限定的で

ある点を確認した。住民による森林活動の指導を目指し、INAFORと市環境室による共同技術者チーム

（ETC）が組織されたが、実際のところ市環境室の低い参加率のために、市環境室の CD のみならず、

組織内のコミュニケーションは必ずしも十分とは言えない。現在、ETC における定期的な会合が設け

られていないため、今回の調査では、2週間に1回程度の頻度でETC内の定期会合を実施し、可能な

かぎり、再委託先 NGO「APRODESA」を交えながら、各村落におけるプロジェクト活動の進捗状況や課

題等を共有し、円滑なプロジェクト活動を実施するよう、評価調査団からINAFORへ申し入れた。 

 

2-6 貢献・阻害要因の検証  

 

2-6-1 貢献要因 

 本プロジェクトは計画段階から、INAFORの UTT-PPM技術者と市環境室技術者で構成されるETC（共

同技術者チーム）は、村落において技術指導やワークショップ、モニタリング等の業務を APRODESA

と JICA 専門家チームと合同で実施する体制を構築してきた。市環境室の参加率は一部低い状況であ

るものの、ETC は比較的満足度の高い技術指導を参加住民に提供できており、同時に村落における技

術指導のOJTを通じて、INAFOR の技術者および市環境室技術者のCDも図られている。また、プロジ

ェクト・マネージャー兼 UTT-PPM 所長の Hugo 氏は、複数のプロジェクトも同時に担当し多忙にも関

わらず、UTT-PPMの他CPを実によくまとめており、日本人専門家チームの不在時も必要なリーダーシ

ップを発揮し、プロジェクト活動の円滑な実施に貢献している。 

 

2-6-2 阻害要因 

 参加住民が作成する個人活動計画は、一部その内容が総花的であり、また活動量も多く住民のキャ

パシティーを超えたものが見られ、その結果、住民の中には森林管理活動自体を放棄する者も存在す

る。住民の個人活動計画に差が存在するのを了解した上で、ETC及びAPRODESAは、より水土保全機能

を高める活動または住民にとってプロジェクト活動へのインセンティブを高める生計向上活動に絞

込み、住民に対し森林管理活動の選択肢を提示する必要がある。 

 実施プロセスにおいて、ETC における市環境室技術の人員・予算不足のため、プロジェクトへの参

加が限定的であり、アウトプット2の達成度は必ずしも高くない。また、APPRODESA から村落リーダ

ー、各村落住民まで、一部森林管理活動に係る資機材が適切に配布されなかったため、森林管理活動

に支障が生じた。加えて、ETC から各村落への技術指導日程の連絡体制が整っていなかったため、結

果として、村落住民の参加者数の減少につながった。 
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第３章 評価結果 

 

3-1 評価結果の総括 

 本プロジェクトが開始して約2年5ヵ月が経過し、プロジェクトの進捗状況や実績等から判断する

と、プロジェクトは効果発現に向け、比較的順調に実施されていると言える。しかしながら、市環境

室の技術者のプロジェクトへの参加が限定的であるため、村落におけるOJTによる技術的訓練が不十

分であるため、現時点では、アウトプット2の指標2-1「共同技術者チームの全てのメンバーが参加

型森林管理について技術的に訓練される」の達成度は低いと言える。それぞれの評価結果については

以下のとおり。 

 

3-2 評価項目（妥当性・有効性・効率性）による分析 

 

3-2-1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、以下のような理由から妥当性が高いと判断できる。 

（１）プロジェクトの必要性は高い 

対象3市は、伝統的な森林伐採に加え、1998年に襲ったハリケーン・ミッチによる被害や干ばつ

が続いたため自然・社会環境が劣化しており、農村住民の85％以上が貧困層といわれ、国内でも特

に貧しい地域である。そのため当該地域において、自然災害の被害軽減と農業生産の向上を図りつ

つ、森林面積の減少に歯止めをかける本プロジェクトは、対象地域・社会、ターゲットグループの

ニーズに合致しているといえる。 

（２）プロジェクトの優先度が高い 

「ニ」国の JICA 国別事業実施計画の協力重点分野には、「防災」及び「農業・農村開発」が取り

上げられ、本プロジェクトは日本の援助政策及びJICA国別事業実施計画重点分野に合致している。

また「ニ」国の政策として、貧困削減戦略ペーパー（PRSP）は「脆弱グループへの一層の保護」が

掲げ、頻発する自然災害から子供、若者、老人などの社会的弱者を守ることが喫緊の課題としてお

り、他方 2000 年 8 月に決定された「森林開発政策」では、森林資源に関わる人々の生活向上およ

び国家経済の発展を目指した森林セクターの持続可能な開発を目標としていることから、「ニ」国

の開発政策との整合性は確認できる。なお、事前評価以降、「ニ」国の政策、経済、社会面等を含

むプロジェクトを取り巻く環境に大きな変化はない。 

（３）プロジェクトで採用している手法（アプローチ）は適切である 

本プロジェクトは、開発調査のM/Pで提案されたアプローチ（INAFOR普及員と市環境室職員によ

る「共同技術者チーム（ETC）」による対象住民への技術支援）を採用し、INAFOR及び市の体制を強

化しつつ、住民の森林管理活動を支援しており、手法（アプローチ）の十分な妥当性が確認できる。 

 

3-2-2 有効性（予測） 

プロジェクトの有効性は、以下の理由より比較的高いと判断できる。対象3市において共同技術者

チーム(ETC)が結成され、コミュニティーにプロジェクトの成果が発現しつつある。しかし、市環境

室の人員および予算不足のため、現時点での市環境室のプロジェクトへの参加が限定的であり、参加

型森林管理に係るOJTによる技術指導が十分実施されているとは言い難い（アウトプット２関連）。 

（１）プロジェクト目標の達成の見込みがあり、進捗状況は比較的順調である 



 13

2007年 1月～7月におけるプロジェクト活動記録（月別活動実施記録）を1回以上提出した参加

家族は全体の84％である。「対象3市の対象村落において、参加住民による持続的な森林管理活動

が促進される」というプロジェクト目標達成に向け、プロジェクト活動の進捗状況は比較的良好で

ある。 

（２）プロジェクト目標とアウトプットとの因果関係 

対象村落の参加住民は、共同技術者チーム（ETC）による指導内容に対し、ほぼ肯定的な反応を

示し、また、9割以上の参加住民は森林管理技術の機能とその重要性について一定以上の理解を示

し、70％以上の参加家族が環境改善活動を実施しているため、プロジェクト中間時に到達すべきレ

ベルに到達していると言える（アウトプット1,3,4）。ただ、市環境室技術者のプロジェクトへの参

加が限定的であるため、現状のままではアウトプット2（INAFORと対象3市による住民支援体制の

強化）の指標 2-1「共同技術者チームの全てのメンバーが参加型森林管理について技術的に訓練さ

れる」の達成が容易ではない。 

本プロジェクトは、対象地域の住民が自立・持続的に森林活動を実施していくための住民のキャ

パシティーデベロップメント（アウトプット1,3,4）と、INAFORおよび対象3市を含む共同技術者

チーム（ETC）による住民支援体制の強化（アウトプット2）の2つのアプローチが重要なコンテン

ツとなっており、各アウトプットのプロジェクト目標達成への貢献度は大きいと判断できる。 

 

3-2-3 効率性 

プロジェクトの有効性は、以下の理由により概ね高いと判断できる。 

（１）投入の質・量・タイミングは適切である 

   日本側の投入として、専門家派遣及び研修員受入は予定通りの投入がなされ、特に研修事業に関

しては、帰国研修員が研修で学んだ知見をプロジェクト運営に活かそうとする努力が確認できる。

「ニ」国の投入は、施設の提供及びカウンターパートの配置が予定通りなされており、適切な投入

と言える。 

（２）コストの妥当性は高い 

プロジェクトの実施組織としてINAFOR内にマスタープラン実施ユニット（UTT-PPM）が組織され

ており、専門家チームはUTT-PPMの活動の自主的展開を支援する位置付けとし、専門家の現地作業

期間を必要最小限にしているため、中南米地域で実施している類似プロジェクトと比較してコスト

の妥当性は適切と判断できる。 

（３）相手国のローカルコスト負担が限定的である（投入とアウトプット産出の因果関係） 

 市カウンターパート経費への不十分なローカルコスト負担が、市環境室技術者のプロジェクトへ

の参加が限定的である(アウトプット2関連)原因の１つとなっている。 

 

3-2-4 その他 

（１） 制度的側面 

  プロジェクトに配置されているカウンターパートは INAFOR および 3 市とも概ね定着している。

また、今回の調査において、INAFORの UTT-PPMのカウンターパートの人数は、プロジェクト開始時

に比べ増員され、プロジェクト対象の3市9村落以外へプロジェクト活動を拡大する動きが確認さ

れた。また市環境室のカウンターパートの参加増は、現状のままでは劇的な改善が難しい状況であ

るが、短期的には定期会合を設け、市とUTT-PPM 間の情報共有の機会を増やす等、ETCのユニット

全体として市環境室の穴を補完する必要がある。 
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（２） 財政的側面 

  財政面に関しては、市側のローカルコスト負担が不十分である点を中間評価にて確認した。市に

おける財政補強のため、2004年 1月に施行された新森林法により森林振興のプロジェクトに向け設

立された基金であるFONADEFOの活用に向け、INAFORの努力が望まれる。 

（３） 技術的側面 

  参加住民は森林保全の重要性について理解しているものの、プロジェクトの成果が住民の生活に

直結し、現実のものと実感されない限り、住民による自発的な活動の動機付けになりにくい。住民

とっては、森林管理に係る技術より、住民の生活に直接的または短期的な便益を実感できる家畜や

家庭菜園、コーヒー栽培等の活動へのニーズが高い。以上より、住民にとって直接的または短期的

な便益を実感できる活動と森林管理活動を結びつけた、コベネフィット型アプローチが必要である。

具体的には、本プロジェクトで採用している耕作地の土壌保全工は、土壌に侵食や風化を防止し農

作物の生産性が向上するだけでなく、森林の保全にも資する。 
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第４章 今後の計画 

 

4-1 提言 

 

以下の図4-1のとおりプロジェクト実施体制図を作成し、関係機関(INAFOR, UAM, JICA, Local 

Consultant/NGO)が本プロジェクトの目的を再確認し各機関の役割を明確にした。特に住民に対する

森林保全にかかる技術指導は、ETCが実施しているが、将来的には市の普及員が行う「プロジェクト

終了時のあるべき姿」を確認した。 

またプロジェクト活動が更に推進されるよう、INAFOR は以下のプロジェクトに対する提言を含

む中間評価結果を対象3市と共有する点を確認した。 

 

4-1-1 市環境室の参加促進 

ETCの技術指導体制を強化するためには、市環境室の更なる参加が不可欠である。そのための具体

的な方策は以下のとおり。 

(1) INAFORが市のパフォーマンスを強化するために、市に対し必要に応じた技術的支援を行う。（例；

市の年間業務計画の策定や外部資金の獲得等） 

(2) 各市を取り巻く条件を踏まえ、森林管理活動にかかるコンポーネントの選択と集中を図る 

適時、市環境室がより参加しやすくなるような方策を検討する。（例；各市の状況に応じた森林 

管理コンポーネントの選択と集中） 

 

4-1-2  住民の参加促進 

ETC が対象村落において技術指導を行う際に、より多くの住民が参加できるような技術内容を検討

する（状態のよい耕作地を撮影した写真の配布や、住民の成果を発表するためのイベントへの参加等）。

また、ETCは村落の連絡体制が整備されるよう支援を行う。 

 

4-1-3 地方選挙による影響の軽減 

地方選挙による市の地方政府の変更が予定されているが、INAFORと各市との協定に基づく本プロジ

ェクトの市側の実施体制に大きな影響を与えることのないよう、INAFORは協定遵守のためのモニタリ

ングを行う。 
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付属資料 2  対象村落家族向け質問票 
 

【専門家の方へ】 
 

ニカラグア「住民による森林管理計画」中間評価調査 
アンケート調査の依頼について 

 
中間評価調査団 

 
 以下１．の調査対象者に対し、２．の質問を行ってください。 
 
１．調査対象者 

プロジェクト対象村落内の家族 
 
２．質問内容 
   質問用紙は別紙。 
（１）持続的森林管理活動の実施状況（プロジェクト目標、アウトプット 1） 
（２）共同技術者チームの指導に対する満足度（アウトプット 2、指標 2-3） 
（３）森林管理技術、その機能及び重要性の理解（アウトプット 3、指標 3-1） 
（４）環境改善の活動の実施状況（アウトプット 4） 
（５）その他コメント 
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別紙（英） 
 

 Questionnaire 
 
1. Your Information 

 Village of 
 Residence 

 

Name 
 

 

 
 
2. Questions 

(1)Are you 
participating and 
implementing the 
forest management 
activity? 

□ Yes（→①）            □No（→②） 
  ↓ 

 contents of the activity: 

 
                             

① If the answer 
above is “Yes”, why 
did you decide to 
participate the 
activity? 

 

② If the answer 
above is “No”, why 
didn’t you 
participate the 
activity? 
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If your answer of (1) is ”Yes”, please answer the question (2) 
 

(2)Are you 
satisfying the 
technical support of 
ETC? 

□ Yes（→①）             □No（→②） 

① Please write the 
reason of your 
answer above. 

 

② If you have 
additional comment 
to the ETC, please 
write it. 
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(3)How much 
improvement have 
you had in your 
understanding 
about the forest 
management 
techniques and its 
function after the 
commencement of 
the project? 
 

□ a) highly improved (→①） 
□ b) moderately improved (→①) 
□ c) almost nothing improved (→②) 

①  If the answer 
above is a) or b), for 
what point have you 
improved the 
understanding ? 

 

②  If the answer 
above is c), please 
write your reason of 
your answer. 
 

 

③ How do you 
think the 
importance of the 
Forest 
Management?  
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(4) Have you or 
your family 
participated the 
environmental 
education activities 
of the project? 

□ Yes (→①)                  □No (→②) 
  ↓ 

 contents of the activity: 

                             

① If your answer of 
(4) is “Yes”, have 
you spontaneously 
doing some kind of 
environmental 
activities effected 
by the 
environmental 
education activities 
of the project? 

□ Yes                       □No (→③) 
  ↓ 

 contents of the activity: 
 
                            

②If your answer of 
(4) is “No”, what 
prevent you from 
participating the 
activities? 

 

③If your answer of  
①is “No”, what 
prevent you from 
doing the 
environmental 
activities? 
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(5) If you have some other additional comments for the project, please write it. 

 
Thank you very much for your cooperation. 

 
 

40



付属資料3-1.　アンケート集計結果（El Sauce市3村落）

No.

いいえ

1-1 マリオ・ルイス・マル
ティネス

Mario Ruiz Martínez
(M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火

帯の設置)
・林業・果樹苗畑の設置

・木材、薪等を得られる。
・森林にはコーヒー、カカオ、果
樹、バナナを植えられる。

・普及員のやることを観察して習得する
ことができる。
・森林管理に対する姿勢を変えるようア
ドバイスしてくれる。
・技術指導は適切であった。

無
回
答

・下刈りと同時に果樹やバナナ
を播種
・天然更新
・林業苗畑の設置

1-2 ドナルド・マルティネ
ス・マルティネス

Donaldo Martínez
Martínez (M)

・森林管理(天然更新、土壌保全、植

林)
・林業苗畑の設置

・森林を回復し、コミュニティの気
候の回復を図る。

･普及員が説明してくれたおかげでもっ
と注意を払って森林管理を行うように
なった。
・普及員は予定通り来てくれる。

a) ・天然更新
・森林管理(下刈り)
・エンリッチメントのための苗畑
の設置
・防火帯の設置

1-3 ホセ・アントニオ・ルイ
ス・メンドサ

José Antonio Ruiz
Mendoza(M)

・森林管理(防火帯の設置）
・苗畑の設置
・生垣の設置

・水源を保護する。
・土壌の高温化を防ぐ。
・薪を確保する。
・動物を保護する。
・有用な木材の増加を図る。

・森林管理に関
する技術指導を
もっと活発かつ
継続的に行うべ
きである。

b) ・植林(有用性という観点から残
したい木を選定)
・森林区域の火入れの防止
・防火帯の設置
・エンリッチメント
・天然更新

1-4 マルコス・グティエレ
ス・フロレス

Marcos Gutiérrez
Flores (M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火

帯の設置、木の周辺の除草)
・林業苗木の生産

・コミュニティの木を増やす。
・子供達に木を残す。
・薪や材木を利用する。
・コミュニティの気候をよくする。

普及員は、
・信頼できる。
・上手に指導してくれる。

b) ・林業苗畑の設置
・森林の下刈り
・天然更新
・防火帯の設置（森林の周囲）
・蔓草の除去

1-5 サンティアゴ・ガデ
ア・ルイス

Santiago Gadea Ruiz
(M)

・森林管理(天然更新)
・林業苗畑の設置

・木を植えれば経済的な効果が
あり、環境にもよい。
・木があれば食糧と木材が確保
できる。

・新しい知識や経験を得られる。
・木がたくさんあればコミュニティの景観
がよくなる。

a) ・火入れの防止
・下刈り、土壌への雑草の混入
・植林
・天然更新

1-6 ホセ・マヌエル・ロペ
ス・カスティリョ

José Manuel López
Castillo (M)

・森林管理(天然更新、エンリッチメン

ト)
・林業苗畑の設置

・コミュニティや農地がよくなる。
・森林が多様化する。
・土壌を保全し収穫量を増やす。

・普及員の説明を受けて以前よりも関
心を持つようになった。
・農地や森林で行う活動を評価すること
を教えられた。
・ミーティングは常に予定通り実施され
る。

b) ・林業苗畑の重要性
・森林保護
・下刈り、土壌への雑草の混入
・火入れの防止

1-7 デニス･サンティアゴ・
ルイス・マルティネス

Denis Santiago Ruiz
Martínez (M)

・森林管理(下刈り、間伐、蔓草の除

去、木の周囲の除草)
・土壌保全

・森林の質を向上させる。
・森林を適切に管理する。

・技術指導により知識を習得した。 b) ・森林の適切な管理（管理計画)
・エンリッチメント
・天然更新
・森林保護(防火帯の設置、下
刈り)1-8 テレンシオ・ロペス・

カスティリョ

Terensio López
Castillo(M)

・森林管理(天然更新、防火帯の設

置、エンリッチメント)
・林業苗畑の設置・管理
・水源周辺の植林

・コミュニティの木を増やす。
・子供達によりよい環境を与え
る。
・土壌を保全する。
・将来木を利用する(薪や木材)。

・技術指導の際には必ず森林管理に
ついての指導が含まれている。
・活動に必要な資材の供与がある。
・指導内容を忘れることはない。
・ミーティングは常に予定通り実施され

b) ・森林への果樹の導入
・防火帯の設置(森林の周囲)
・天然更新

1-9 フアン・マルティネス・
リベラ

Juan Martínez
Rivera(M)

・家が離れており技
術指導に参加する
のが難しい。従って
資材等の支援も受
けられない。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

2-1 マリア・アンヘラ・ウリ
アルテ・マルティネス

María Ángela Uriarte
Martínez(F)

・ファミリーガーデン(野菜栽培) ・収穫を自家消費し、販売もでき
る。

・グループ･リーダーが一度訪ねてき
た。
・道具と種子の支援を受けた。

b) ・野菜の栽培

2-2 カルロス・ミゲル・ラミ
レス・レジェス

Carlos Miguel Ramí
rez Reyes (M)

・アグロフォレストリー（土壌保全工の
設置)
・森林管理(除草)
・コーヒー苗畑の設置
・ファミリーガーデン(野菜栽培)

・一家の収入源であり、生活条件
の向上をもたらす。
・農場の価値が上がる。
・コミュニティがよくすることができ
る。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・現場実習等もっと実技指導をして欲し
い。
・農場を見に来て欲しい。コミュニティの
人にとっては励みになる。

a) ･作業計画の立て方
・森林の有益性(環境改善)
・他機関への支援要請方法

2-3 マルビン・アロンソ・ウ
リアルテ・カスティリョ

Marvin Alonso
Uriarte Castillo (M)

・アグロフォレストリー（石積み工の設
置、果樹栽培)

・土壌を保全し地力を増大する。
・食糧を確保する。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・土壌保全工についての知識が増え
た。

b) ・アグロフォレストリー（土壌保
全)

2-4 カタリノ・デ・ヘスス・
ガルメンディア・ウリア
ルテ

Catalino de Jesús
Garmendia
Uriarte(M)

・森林管理(除草、エンリッチメント)
・ファミリーガーデン(野菜栽培)

・木材が少なくなっている。
・セドロ・レアル等価値の高い材
木を確保する。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・知らないことを教えてくれる（知ってい
ることもあれば、知らないこともある）。

c) ・中断してい
た作業を再
開したところ
である(土壌
保全工の設
置2-5 サントス･イサベル・カ

スティリョ・ドルムス

Santos Isabel Castillo
Dolmus (M)

・コーヒー苗木生産
・森林管理(柵の設置)

・次世代に資源を残す。
・自家消費用の食糧を確保す
る。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・新しい知識や経験を得られる。

・普及員も住民も
考えを出し合う。

a) ・他の農場を見て自分の仕事の
仕方を改善

2-6 ホアン・アグスティン・
ウリアルテ・グティエ
レス

Juan Agustín Uriarte

・アグロフォレストリー（土壌保全工の
設置)
・ファミリーガーデン(野菜栽培)

・自分で生産できれば買う必要
がない。
・土壌を保全する。
・収穫を上げる。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・技術指導のおかげで作業のやり方が
向上した。

b) ・アグロフォレストリー（土壌保全
工)
・森林管理(価値の高い樹木の

選定)
2-7 イスマエル・デ・ヘス

ス・ブランドン・ロハス

Ismael de Jesús Bland
ón Rojas (M)

・ファミリーガーデン(野菜・果樹栽培) ・自分で生産できれば買わなくと
も自家消費の分はある。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・新しいことを学んだ。

b) ・施肥
・有機除虫剤の作成

2-8 ラモン・デ・ヘスス・ウ
リアルテ・ロメロ

Ramón de Jesús
Uriarte Romero(M)

･誘いは受けたが、
土地が小さい(2タレ
ア)。活動ができるよ
うな状態ではない。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

2-9 ハビエル・ディオニシ
オ・ドルムス・ラミレス

Javier Dionisio
Dolmus Ramírez (M)

・時間がなくミーティ
ングに出席したり、
何かの役を引き受
けたりできない。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

2-10 パンタレオン・サルメ
ロン・ドルムス

Pantaleón Salmerón
Dolmus (M)

・年をとっているの
で重労働はさして
できない(68歳)。
・ミーティング場所
から非常に遠い所
に住んでいる。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

3-1 クリスティアン・モイセ
ス・バルディビア・ウ
ルティア

Cristian Moisés
Valdivia Urrutia (M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火
帯の設置、エンリッチメント)
・コーヒーの日陰栽培
・生垣の設置(挿し杭の利用)

・森林を適切なやり方で管理す
る。
・管理計画に基づいて森林を保
護し、活用する(薪、木材)。

・プロジェクトでの経験は貴重である。
農場で実施できる様々な活動について
知ることができた。

a) ・森林資源の合理的な活用(薪、
木材)
・天然更新
・エンリッチメント

3-2 アナスタシオ・バル
ディビア・ルナ

Anastacio Valdivida
Luna (M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火

帯の設置、エンリッチメント)
・林業苗畑の設置
・果樹苗畑の設置

・森林保護についての意識が高
まる。

・技術指導をやるのはよいことだ。知識
を身につけられる。

b) ・森林保護についての意識の向
上
・森林管理計画に基づいた森林
資源の有効活用

3-3 アンドレス・バルベル
デ

Andrés Balverde (M)

・森林管理(天然更新、防火帯の設

置)
・生垣の設置

・自家消費用の木材と薪を確保
できる。

・農地をよくするための知識を与えてく
れる。

b) ・森林保護
・火入れの防止
・エンリッチメント

3-4 マルビン・ホセ・ガイ
タン

Marvin José Gaitán
(M)

・森林管理(下刈り、防火帯の設置、

柵の準備)
・コーヒーの日陰栽培
・生垣の設置

・森林を保全・強化すればコミュ
ニティがよくなる(気候の好転)。

・農場で活動を推進していくためには、
技術指導は欠かせない。

a) ・森林保護(意識の向上)
・管理計画
・生垣の設置
・天然更新

3-5 ファビオ・エフライン・
レジェス・マルティネ
ス

Fabio Efraín Reyes
Martínez (M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火

帯の設置)
・コーヒーの日陰栽培

・プロジェクトを通じて農地での
活動に役立つ資材を得ることが
できる。

・普及員による技術指導や助言は有益
である。農地がよくなった。

b) ・生垣の設置(挿し杭の利用)
・コーヒーの日陰栽培
・エンリッチメント
・薪用の木の管理

3-6 フリオ・アルベルト・バ
ルベルデ・ガルシア

Julio Alberto
Balverde García (M)

・森林管理(エンリッチメント、下刈り、
防火帯の設置、挿し杭を利用した生
垣の設置)
・コーヒーの日陰栽培

・生活していくための手立てを与
えてくれる(木材、薪、野生動
物)。

・新しい知識を身につけた。
・常に予定通り来てくれる。

b) ・森林管理計画
・森林保護

3-7 ヘロニモ・バルベル
デ

Gerónimo Balverde
(M)

・森林管理(天然更新、下刈り、防火

帯の設置)
・コーヒーの日陰栽培

・森林の保護の必要性は高い。
・森林は薪と木材を与えてくれ
る。

・知識を与えてくれる。
・予定通り来てくれる。

b) ・農地の管理(管理計画)
・育成場所の選定(樹種別)
・天然更新

3-8 ホセ・ウバルド・バル
ベルデ・ガルシア

José Ubaldo Balverde
García (M)

・森林管理(天然更新、防火帯の設
置、森林への果樹の導入)
・コーヒーの日陰栽培

・住民にとって森林の保護・保全
は関心事である。森林のおかげ
で私達や野生動物は生きられ
る。

・農場をよくするための知識を習得でき
るという点、普及員の訪問は私達にとっ
て絶対に必要なことである。

b) ・生垣
・エンリッチメント(樹種の導入)
・土壌保全
・天然更新
・火入れからの森林の保護

2．質問1. 個人情報

①向上点[a/b] ②理由[c]
①理由 ②理由

村落名 氏名

活動

はい
(1)森林管理活動 (2)技術指導

はい・①理由
いいえ・②コメ

ント

(3)森林管理技術・森林機能に関する知識の向上

エル・カカ
オ‐ラス・ミ
ニタス

El Cacao-
Las Minitas
2008/5/17
実施

セロ・コロラ
ド

Cerro
Colorado
2008/5/16

実施

エル・グア
ジャボ

El Guayabo
2008/5/14
実施
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付属資料3-1.　アンケート集計結果（El Sauce市3村落）

No.

1-1 マリオ・ルイス・マル
ティネス

Mario Ruiz Martínez
(M)

1-2 ドナルド・マルティネ
ス・マルティネス

Donaldo Martínez
Martínez (M)

1-3 ホセ・アントニオ・ルイ
ス・メンドサ

José Antonio Ruiz
Mendoza(M)

1-4 マルコス・グティエレ
ス・フロレス

Marcos Gutiérrez
Flores (M)

1-5 サンティアゴ・ガデ
ア・ルイス

Santiago Gadea Ruiz
(M)

1-6 ホセ・マヌエル・ロペ
ス・カスティリョ

José Manuel López
Castillo (M)

1-7 デニス･サンティアゴ・
ルイス・マルティネス

Denis Santiago Ruiz
Martínez (M)

1-8 テレンシオ・ロペス・
カスティリョ

Terensio López
Castillo(M)

1-9 フアン・マルティネス・
リベラ

Juan Martínez
Rivera(M)

2-1 マリア・アンヘラ・ウリ
アルテ・マルティネス

María Ángela Uriarte
Martínez(F)

2-2 カルロス・ミゲル・ラミ
レス・レジェス

Carlos Miguel Ramí
rez Reyes (M)

2-3 マルビン・アロンソ・ウ
リアルテ・カスティリョ

Marvin Alonso
Uriarte Castillo (M)

2-4 カタリノ・デ・ヘスス・
ガルメンディア・ウリア
ルテ

Catalino de Jesús
Garmendia
Uriarte(M)

2-5 サントス･イサベル・カ
スティリョ・ドルムス

Santos Isabel Castillo
Dolmus (M)

2-6 ホアン・アグスティン・
ウリアルテ・グティエ
レス

Juan Agustín Uriarte

2-7 イスマエル・デ・ヘス
ス・ブランドン・ロハス

Ismael de Jesús Bland
ón Rojas (M)

2-8 ラモン・デ・ヘスス・ウ
リアルテ・ロメロ

Ramón de Jesús
Uriarte Romero(M)

2-9 ハビエル・ディオニシ
オ・ドルムス・ラミレス

Javier Dionisio
Dolmus Ramírez (M)

2-10 パンタレオン・サルメ
ロン・ドルムス

Pantaleón Salmerón
Dolmus (M)

3-1 クリスティアン・モイセ
ス・バルディビア・ウ
ルティア

Cristian Moisés
Valdivia Urrutia (M)

3-2 アナスタシオ・バル
ディビア・ルナ

Anastacio Valdivida
Luna (M)

3-3 アンドレス・バルベル
デ

Andrés Balverde (M)
3-4 マルビン・ホセ・ガイ

タン

Marvin José Gaitán
(M)

3-5 ファビオ・エフライン・
レジェス・マルティネ
ス

Fabio Efraín Reyes
Martínez (M)

3-6 フリオ・アルベルト・バ
ルベルデ・ガルシア

Julio Alberto
Balverde García (M)

3-7 ヘロニモ・バルベル
デ

Gerónimo Balverde
(M)

3-8 ホセ・ウバルド・バル
ベルデ・ガルシア

José Ubaldo Balverde
García (M)

1. 個人情報

村落名 氏名

エル・カカ
オ‐ラス・ミ
ニタス

El Cacao-
Las Minitas
2008/5/17
実施

セロ・コロラ
ド

Cerro
Colorado
2008/5/16

実施

エル・グア
ジャボ

El Guayabo
2008/5/14
実施

いいえ

はい・活動
いいえ・③理

由
・雨期の雨量が増加する。
・コミュニティの気候が爽やかになる。
・水源の保護につながる。
・個人的には、木材の販売により利益が
得られる。
・子供達に天然資源を残せる。

（無回答） ・家の内外の清掃
・プラスチックバッグの弁別・焼却

・プロジェクトの支援はすべて生産者として、あ
るいはコミュニティ住民としての私達自身に利
するものである。私達自身が自分の農地に対
してオーナーシップを発揮しなければならな
い。

・土壌侵食を防止する。
・木のない所には植林しなければならな
い。
・コミュニティの気候がよくなる。

・水源の清掃 ・プラスチックゴミの弁別
・生活環境を清潔に保つよう子供達を教
育

・森林の状態の改善という点で、意識に変化が
生じた。
・資材や道具の支援が限られている。
・農作業のために技術指導に参加できない人
が多い。技術指導に適切な時期を検討する必

・水源の水量が増える。
・薪や木材を得られる。
・コミュニティの気候がよくなる。
・動物が増加・回復する。

・無機ゴミの収集、コミュニティに
おける焼却
・子供達を対象にした講話

・家の内外の清掃
・水源の清掃
・水源にゴミを捨てないようにする

・資材供与が個人に対して行われないため、プ
ロジェクトに関心を示さない住民もいる。
・私達にとっては農作業が一番大事である。農
作業と重なるとミーティングに出られない。

（無回答） ・環境教育の普及
・コミュニティの清掃
・子供達を対象にした講話

・家の内外の清掃 ・火入れについての意識が向上した。
・プロジェクトが入ってきて以来、森林や水源の
管理について学んだが、その結果意識が向上
した。
・資材の支援は適切である（果樹、林業樹種、
道具)。
・関心・やる気がないため活動に参加しない人
がいる。

・日陰を確保できる。
・動物の保護につながる。
・薪や木材を得られる。
・水量が増える。
・コミュニティの備えがもっと固まる。

・防火帯の設置(森林の周囲)
・環境教育のワークショップへの
参加
・コミュニティの清掃(ゴミの収集)

・プラスチックゴミの収集・焼却
・水源付近で作業用具を洗わないように
する

・知識、道具の両面でかなりの支援を受けた。
活動の実施に役立っている。
・意識が変わった。徐々にではあるが、自分自
身やコミュニティの状況を改善するために活動
を実施している。

・地力が回復する。
・森林に果樹を導入することができる。
・木が増え、しかも樹種が多様化するの
で、時間とともに成果が上がる。
・木は水源を守る。

・小学校や保健所等の清掃活動
に参加
・保護者が子供達を指導できる
ようにするための教育的講話

・プラスチックゴミの弁別・焼却
・家の内外の清掃（毎日)
・子供達への家庭内教育

・考え方が変わった。木を伐採しないだけでな
く、むしろ木を植えることを考えている。
・プロジェクトのおかげで森林をより適切に保
護・管理することを学んだ。
・プロジェクトの活動を続け、習得した知識を実
地に移すつもりである。

・時がたてば恩恵が得られる(酸素の増

加、水の保全、日陰の確保)。
・木は私達に命を与えてくれる。

・水源の清掃
・子供達との遠足
・水源管理計画の作成

・観葉植物の栽培
・プラスチックゴミの収集
・家の周囲の植林
・子供達への家庭内教育

・プロジェクトの支援は適切である。森林の保
護・管理のやり方を教えてくれる。

・水量が増加する。
・森林にコーヒーを栽培すれば経済的効
果も得られる。
・木があればコミュニティの気候はもっと
爽やかになる(気候の好転)。

・井戸や渓流等水源の清掃
・有毒ゴミの収集
・水源付近で作業用具を洗わな
いようにする(技術指導を受けた)

・観葉植物の栽培
・家の周囲の植林
・木の保護についての子供達への家庭
内教育(子供達は自分で果樹を栽培)

・プロジェクトで木を保護するよう教えられた。も
う火入れはしていない。
・プロジェクトに参加してよかった。すでに成果
が上がり始めている(土壌保全工による土壌の

流出防止、植林による農場の景観の変化)。
（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） ・住民にとってプロジェクトの支援は精神的な

支援である。考え方が変わる。以前よりも上手
に森林を保護している。

・土地を有効に活用する。 ・道路の清掃（子供達も参加) ・ゴミの収集・焼却 ・作業をする際には人から道具を借りなければ
ならないので、個人的に使える道具が必要で
ある(バール、つるはし、スコップ）。

・時間をもっとうまく使う。 ・森林火災の防止についての講
話

・家庭内の清掃(プラスチックゴミ)
・他のコミュニティで環境について講演
・他のプロジェクトの誘致を市役所に陳
情

・供与された道具は活動の実施に役立ってい
る。

（無回答） ・グループ活動はあ
まりやっていない。時
間がない。ただし家
でゴミの弁別は行っ
ている(プラスチック
ゴミは焼却、木の葉
は庭に埋める)。

・プロジェクトは、既知の活動に対する関心を
新たに呼び覚ました。
・いろいろなことをやっているが、他の農場を知
る機会を設けてもらえればいいと思う(交流)。ま
た自分の農場にも来てもらいたい。

・コーヒーの収穫がある(自家消費、販

売)。
・環境が改善され、健康になる。以前は
寒いぐらいだったのに、現在は気温が高
い。

・道路及び水源の清掃 ・庭の清掃 ・プロジェクトが支援するのはすでに私達が
知っている活動ばかりである。

無回答 ・道路及び学校の清掃 ・家庭のゴミを穴に廃棄 ・針金は農地の改良に役立った。もう買わなく
てすむ。必要に応じて使っている。

・収穫が増えれば収入を得られ、生活条
件が向上する。

・水源の清掃
・簡易水道の補修

（無回答） ・プロジェクトの活動を続けたい。

・子供達に木を残せる。 ・道路の清掃 ・家の清掃 （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

・水源の保護につながる。
・適切に管理すれば木を薪や木材に活
用できる。

・講話
・普及活動

・プラスチックゴミの廃棄(埋める)
・家の内外の清掃
・家の周囲の植林(果樹)

・ワークショップで新たな知識を得た。
・資材や道具の支援があった。防火隊用の道
具は特に有用である。
・普及員は農地のモニタリングをあまり行ってい
ない。活動状況や努力の成果を見てもらえるの
で、私達住民にとっては農地への訪問は大事

・森林を保護することにより他のコミュニ
ティに水を供給できる。
・コミュニティの気候がよくなる。

・講話 ・プラスチックゴミの収集・廃棄(埋める)
・コミュニティ内外の清掃

・普及員が農場に来てくれたことはほとんどな
い。
・資材の支援は、活動の進捗状況に応じ、適
切な時期になされなければならない。
防火隊 の支援は適切である

・森林があれば水がある。 ・講話 ・家の内外の清掃
・プラスチックゴミの弁別

・プロジェクトがコミュニティに入ってきたのはよ
いことである。考え方が変わってきた人もいる。

・コミュニティの気候がよくなる。
・森林を保全すれば、他のプロジェクトか
らも支援を受けられる。

・家の清掃についての講話 ・プラスチックゴミの収集
・水源に化学製品の容器を捨てないよう
にする

・農地や森林をどのように管理したらいいかを
教えてくれるという点、技術支援は有意義であ
る。

・適切な森林管理計画に従って薪や木
材を活用できる。
・水源(泉)の水量が増える。

・他の活動に参加し
ていた。
・以前は環境活動に
関心がなかった。
・ただし個人的には、
家の内外を清掃し、
プラスチックゴミを捨
てないようにしてい

・プロジェクトの支援を得て、農地や森林を改
良するための活動を行うことができた。しかし活
動を強化し、計画の履行に尽力するにはさらに
道具の支援が必要である。

･森林があれば雨が降る。
・農場の景観がよくなる。
・農場の多角化が図れる。

・コミュニティの清掃(ゴミの収集)
・泉の清掃

・木を植えるよう子供達を教育 ・森林保護についての考え方が変わった。
・技術指導は農場の改良に役立つ。責任を
もって管理するようになる。
・森林を保護のための供与資材が不十分だと
思われる(針金)。

・野生動物の生息地を確保できる。
・森林にコーヒーを栽培できる。

・プラスチックゴミの弁別と廃棄
(埋める)

・有機ゴミと非有機ゴミの弁別
・子供達と植林
・家の清掃

・技術指導は有益だが、私達の勉強になるの
は現場での実習である。
・普及員に活動を評価してくもらえるので、農
地への訪問は励みになる。

・酸素を確保できる。
・緑化は地力の向上につながる活動で
ある(葉が肥料になる)。

・小学校生との教育的キャン
ペーン

・家の清掃
・プラスチックゴミの収集

・活動実施に対して全住民の支援があるわけ
ではない。モチベーションが必要である。
・プロジェクトを通じて農場の改良のための知
識を習得した。

③森林管理の重要性
環境教育

(5)コメント
②理由

(4)環境教育
はい

①環境関連活動
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付属資料3-2.　アンケート集計結果（Santa Rosa del Penon市3村落）

No.

いいえ

4-1 ベルタ・リヒア・ウルティア・ア
ギレ

Bertha Ligia Urrutia
Aguirre(F)
実証調査参加

・ファミリー･ガーデン(有機肥料の作製、
植栽工、石積み工の設置)

・技術指導を通じて知識を習得、土地を
よりよく管理できるようになる(土壌保全工
による土壌改良等)。

・知識を伝えてくれる。
・農地で技術を応用できる。

4-2 マリア･デル・カルメン・マル
ティネス・アギレ

María del Carmen Martínez
Aguirre(F)
実証調査参加

・植林
・植栽工、石積み工の設置
・牧草栽培

・柵の有効活用ができるようになった(植
林、野菜栽培、牧草栽培に適している区
画の特定)。

・普及員の説明はわかりやすい。
・信頼関係がある。

4-3 ビエルカ・ナイ・ビリャルタ・ウ
ルティア

Bielka Nai Villalta Urrutia (F）

・ファミリー･ガーデン
・アグロフォレストリー

・コミュニティの福祉につながる。
・経済発展
・コミュニティの次世代の人々によりよい
環境を引き継ぐことができる。

・資材供与、技術指導を通じて農地の改
良を支援してくれる。

4-4 セルヒオ・マヌエル・リコ・ロペ
ス

Sergio Manuel Rico López(M)
実証調査参加

・土壌保全工の設置
・コミュニティの緑化
・林業樹種の管理

・生産者に有益である。
･活動により農場がよくなる。
・土壌をよりよく保全できる。
・収穫が上がる。
・将来建築用の木材が手に入る。

（無回答） （無回答）

4-5 カスツロ・ホセ・ロストラン・ウル
ティア

Castulo José Rostrán
Urrutia(M)
実証調査参加

・シルボパストラル(牧草栽培)
・植林
・生垣の設置(挿し杭の利用)
・アグロフォレストリー（土壌保全工の設
置）

・プロジェクトについて知る。
・農場主に便益がある。
・農場の状態が変わる。
・土壌を保全できる。

・知識を伝えてくれる。
・予定通りコミュニティに普及員が来る。
・野菜栽培への支援がある。
・コミュニティ内の資源を活用する。

4-6 クリスティノ・ウルティア・ピチャ
ルド

Cristino Urrutia Pichardo (M)
実証調査参加

・石積み工の設置
・生垣の設置(挿し杭の利用)
・森林管理(枝打ち、苗木の移植)
・防火帯の設置

・森林をどうやって保護したらいいか指
導してもらえる。
・森林管理についての意識が高まる。
・管理できない火入れを実施しないよう
にする。

・指導が上手である。
・コミュニティの状況に気を配り、できる限
りの支援をしてくれる。

4-7 サントス・リベラ・コレア

Santos Rivera Corea(M)
実証調査参加

・植林
・森林管理
・アグロフォレストリー
・ファミリー･ガーデン
・シルボパストラル

・農場を整備する。
・適切な管理により森林を保護する。
・土壌を保全すれば作物の質が向上す
る。
・有機肥料の作り方を覚えたかった。

・技術指導を通じて森林の天然更新、生
垣の設置、施肥等農場の管理について
学んだ。

4-8 エベル･デ・ヘスス・ウルティ
ア・ロストラン

Ever de Jesús Urrutia Rostrá
n(M)
実証調査参加

・森林管理
・ファミリー･ガーデン
・シルボパストラル
・アグロフォレストリー

・農場の状態を改善する。
・土壌保全について学ぶ。
・天然更新により森林を保護・保全する。

・火入れに関する意識が向上した。
・林業樹種を保護する。

5-1 アイダ・ルス・ピチャルド・アギ
レ

Ayda Luz Pichardo Aquirre
(F)

・アグロフォレストリー（パイナップルを
使った植栽工、林業苗畑用の種子の収
集）
・土の準備（植物残渣の混入）

・自家消費用の食糧を確保する。
・他の住民の収穫が量、質ともに向上し
た例を見た（植物残渣の混入）。

・普及員の訪問を受けた。
・道具、資材の支援がある。

5-2 ホセ・ルイス・アギレ

José Luis Aguirre (M)
・植林(柵の設置)
・苗畑の設置、苗木生産

・日陰、木材を確保する。 （無回答） （無回答）

5-3 マリア・アントニア・エスピノサ

María Antonia Espinoza  (F)
・ファミリー･ガーデン（果樹、野菜、バナ
ナ、パイナップル、薬草の栽培）

・自家消費用の食糧を生産する。隣人に
も分ける。

・より効率のよい作業のやり方を学ぶ。

5-4 マリア・デ・ヘスス・マルティネ
ス・グアルダド

María de Jesús Martínez
Guardado (F)

・植林
・苗木の生産
・ファミリーガーデン(野菜栽培)

・協同作業である。
・庭に木を植えて日陰や薪、木材を確保
する。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・苗畑を計画する。
・野菜の栽培を計画する。

5-5 ドミンガ・マルティネス・グアル
ダド

Dominga Martínez Guardado
(F)

・シルボパストラル(牧草栽培）
・ファミリーガーデン(野菜栽培)

・家畜(牛、馬)の飼料を確保する。
・自家消費用の食糧を確保する。買わな
くてすむ。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・わかりやすく説明してくれる。

5-6 アマド・フランシスコ・エスピノ
サ・プリド

Amado Francisco Espinoza
Pulido (M)

・アグロフォレストリー(土壌保全工の設
置)
・苗木の生産
・植林

・子供達に資源を残す（薪、木材）。 ・普及員の訪問を1回受けた。
・有機除虫剤の作製等新しいことを学習
する。
・より効率のよい作業方法を考える。

5-7 カルロス・マヌエル・ピチャル
ド

Carlos Manuel Pichardo (M)

・ファミリーガーデン(土の準備、柵の設
置)

・自家消費用の食糧を確保する。買わな
くてすむ。

・普及員の訪問を受けたことはない。
・あらゆることについて何らかの新しい知
識を学べる。

5-8 ロレンソ・フスティノ・アギレ・ル
ガマ

Lorenzo Justino Aguirre
Rugama (M)

・苗木の生産
・アグロフォレストリー（生垣、土壌保全工
の設置）

・普及員に奨励された。 ・普及員の訪問を受けた。
・作業方法を改善するために技術指導
を受けてきた。

5-9 フアナ・フランシスカ・ラミレス・
エスピノサ

Juana Francisca Ramírez

・2007年6月まで参加していたが、マナグ
アに働きに行った。
・家事をしなければならないので時間がな

（無回答） （無回答）

5-10 リゴベルト・マルティネス・ルガ
マ

Rigoberto Martínez Rugama
(M)

・以前は参加していたが2007年7月から8
月にかけてエル･サルバドルに出稼ぎに
行った。
・帰国後、針金と留め具を配布してもらえ
ず、道具を使わせてもらえず、ミーティング
行 無視さ や

（無回答） （無回答）

6-1 オリビア・ウルティア・アギレ

Olivia Urrutia Aguirre (F)
・ファミリーガーデン(果樹栽培、土の準
備)

・食糧を確保する。買わなくてすむ。 ・普及員の訪問を4回受けた。
・新しいことを習得できる。作業をうまくで
きるよう指導してくれる。

・説明はわかりやす
い。

6-2 ニコラサ・ウルティア・アギレ

Nicolasa Urrutia Aguirre (F)
・森林管理(除草） ・森林がよくなる。 ・普及員の訪問を受けたことはない。

・新しいことを習得できる。

6-3 マルビン･アントニオ・アギレ・
ウルティア

Maｒvin Antonio Aguirre
Urrutia (M)

・アグロフォレストリー（バナナ栽培、柵及
び石積み工の補修、植物残渣の混入）

・多様な食糧を確保できる。
・土壌の保全を図る。

・11月に参加。普及員の訪問は受けて
いない。
・知らなかった技術についての指導を受
けた(苗畑の管理）。
・道具を支援してもらった。

6-4 ニコラス・マルティネス・トルヒ
リョ

Nicolás Martínez Trujillo (M)

・アグロフォレストリー(土壌保全工の設

置)
・森林管理(除草、枝打ち)

・地力が向上する。
・家族の福祉につながる(収穫物の多様
化)。

・普及員の訪問を1回受けた。
・指導を通じて森林破壊や地力の乏しさ
等村の現実が見えるようになった。

・指導はわかりやす
い。

6-5 フアン・アギレ・プリド

Juan Aguirre Pulido (M)
・アグロフォレストリー(土壌保全工の設
置)
・シルボパストラル(柵の補修、播種)

・収穫量を上げる。 ・普及員の訪問を4回受けた。
・点滴灌水器（プラスチックボトル）を使っ
た果樹の水撒き法、土壌保全工（チェッ
ク･ダムの建設）について指導を受けた。

6-6 ラモン・イヒニオ・アギレ・プリド

Ramón Iginio Aguirre Pulido
(M)

・アグロフォレストリー(バナナ、パイナッ
プル、果樹、ユカ芋の栽培、植栽工の設
置)
・森林管理(植林)
・シルボパストラル(改良牧草の栽培)

・食糧を多様化する。 ・普及員の訪問を1回受けた。
・新しいことを習得できる。

・普及員だけでワーク
ショップをする時はお
やつや食事を出しても
らえない。おやつを出
して欲しい。

6-7 パブロ・クルス・アギレ・プリド

Pablo Cruz Aguirre Pulido
(M)

・アグロフォレストリー(植物残渣の混入) ・施肥することにより収穫量を上げる。 ・普及員の訪問を3回受けた。
・新しいことを学んだ。

6-8 ホセ・パンフィロ・エスピノサ・
モレノ

José Panfilo Espinoza Moreno
(M)

・アグロフォレストリー(植物残渣の混入) ・良質の果物を生産する。 ・普及員の訪問を2回受けた。
・習得した技術を応用するとよい結果が
得られる。

6-9 ギリェルミナ・マルティネス・プ
リド

Guillermina Martínez
Pulido(F)

・家の仕事に追われて時間がない。 （無回答） （無回答）

6-10 ベニシオ・マルティネス・マル
ティネス

Venicio Martínez Martínez(M)

・誘われなかった。 （無回答） （無回答）

6-11 サントス・トマス・マルティネス・
マルティネス

Santos Tomás Martínez Martí
nez (M)

・村外で働いている。 （無回答） （無回答）

エル・チャル
コ

El Charco
2008/5/13実

施

(2)技術指導

はい・①理由 いいえ・②コメント
村落名 氏名

活動

はい
(1)森林管理活動

タロリンガ

Talolinga
5月14日実

施

エル・コジョ
ル

El Coyol
2008/5/15実

施

2．質問1. 個人情報

①理由
②理由
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No.

4-1 ベルタ・リヒア・ウルティア・ア
ギレ

Bertha Ligia Urrutia
Aguirre(F)
実証調査参加

4-2 マリア･デル・カルメン・マル
ティネス・アギレ

María del Carmen Martínez
Aguirre(F)
実証調査参加

4-3 ビエルカ・ナイ・ビリャルタ・ウ
ルティア

Bielka Nai Villalta Urrutia (F）

4-4 セルヒオ・マヌエル・リコ・ロペ
ス

Sergio Manuel Rico López(M)
実証調査参加

4-5 カスツロ・ホセ・ロストラン・ウル
ティア

Castulo José Rostrán
Urrutia(M)
実証調査参加

4-6 クリスティノ・ウルティア・ピチャ
ルド

Cristino Urrutia Pichardo (M)
実証調査参加

4-7 サントス・リベラ・コレア

Santos Rivera Corea(M)
実証調査参加

4-8 エベル･デ・ヘスス・ウルティ
ア・ロストラン

Ever de Jesús Urrutia Rostrá
n(M)
実証調査参加

5-1 アイダ・ルス・ピチャルド・アギ
レ

Ayda Luz Pichardo Aquirre
(F)

5-2 ホセ・ルイス・アギレ

José Luis Aguirre (M)

5-3 マリア・アントニア・エスピノサ

María Antonia Espinoza  (F)

5-4 マリア・デ・ヘスス・マルティネ
ス・グアルダド

María de Jesús Martínez
Guardado (F)

5-5 ドミンガ・マルティネス・グアル
ダド

Dominga Martínez Guardado
(F)

5-6 アマド・フランシスコ・エスピノ
サ・プリド

Amado Francisco Espinoza
Pulido (M)

5-7 カルロス・マヌエル・ピチャル
ド

Carlos Manuel Pichardo (M)

5-8 ロレンソ・フスティノ・アギレ・ル
ガマ

Lorenzo Justino Aguirre
Rugama (M)

5-9 フアナ・フランシスカ・ラミレス・
エスピノサ

Juana Francisca Ramírez
5-10 リゴベルト・マルティネス・ルガ

マ

Rigoberto Martínez Rugama
(M)

6-1 オリビア・ウルティア・アギレ

Olivia Urrutia Aguirre (F)

6-2 ニコラサ・ウルティア・アギレ

Nicolasa Urrutia Aguirre (F)

6-3 マルビン･アントニオ・アギレ・
ウルティア

Maｒvin Antonio Aguirre
Urrutia (M)

6-4 ニコラス・マルティネス・トルヒ
リョ

Nicolás Martínez Trujillo (M)

6-5 フアン・アギレ・プリド

Juan Aguirre Pulido (M)

6-6 ラモン・イヒニオ・アギレ・プリド

Ramón Iginio Aguirre Pulido
(M)

6-7 パブロ・クルス・アギレ・プリド

Pablo Cruz Aguirre Pulido
(M)

6-8 ホセ・パンフィロ・エスピノサ・
モレノ

José Panfilo Espinoza Moreno
(M)

6-9 ギリェルミナ・マルティネス・プ
リド

Guillermina Martínez
Pulido(F)

6-10 ベニシオ・マルティネス・マル
ティネス

Venicio Martínez Martínez(M)

6-11 サントス・トマス・マルティネス・
マルティネス

Santos Tomás Martínez Martí
nez (M)

エル・チャル
コ

El Charco
2008/5/13実

施

村落名 氏名

タロリンガ

Talolinga
5月14日実

施

エル・コジョ
ル

El Coyol
2008/5/15実

施

1. 個人情報

いいえ

はい・活動 いいえ・③理由

a) ・ファミリー･ガーデンの作物の
多様化（果樹、
ピピアン、カボチャ、スイカ、
ピーマン、ユカの栽培）
・苗床の設置
・ニムの植林(針金柵の周囲)

（無回答） ・コミュニティの清掃
・水源の清掃
・小学校の緑化

・ビニール袋、ビン等家庭のゴ
ミの弁別
・道路・渓流周辺への林業苗
木の移植

・技術者に畑に来てもらい、活動状況
を評価してもらいたい。

b) ・木や植物の世話、利用法
・農地やファミリー･ガーデン
の管理

・干上がらないよう流域に植
林しなければならない。
・日陰を確保し、コミュニティ
の景観をよくするため、葉の
茂る木を植えればよい。

・小学生が林業苗畑を設置
・保護者が森林保護について
子供達を教育

・清掃、ゴミの収集(家族全員) ・世話をし活用するつもりで木や植物
を植えている。
・他の住民とうまく関われるようになっ
た。
・鶏が苗を荒らすので鶏小屋を作るた
めの資材を援助してほしい。
・農地と牧草地を分けるために針金の
柵を作らなければならない。

a) ・野菜苗畑の設置。
・野菜を植える場所、時期に
ついての知識。
・ファミリー･ガーデン周辺に
おける植栽工の設置。

・水源の保全につながる。
・雨量が増える。
・コミュニティの緑化を図る。

・コミュニティの清掃
・ポスターの作成
・ゴミ管理についての学習会

・樹木の世話
・庭の清掃
・有機ゴミとその他のゴミの弁
別

・樹木を守らなければならないというこ
とを大半の人が学んだ。
・土地の利用法等新しいことを学んだ
（例：庭における牧草栽培）。

b) ・有機除虫剤の活用
・森林管理の方法

・森林を守れば木材や薪が
確保できる。
・木を1本切れば、その場所
に1本植えなければならな
い。

・コミュニティの清掃
・小学校の清掃
・植林

・ビニール袋の収集と焼却
・家の敷地及家の中の清掃
・集会への参加の呼びかけ
・水源の清掃

・活動を計画するのはいいが、例えば
柵の設置などの場合、計画を実行する
ための資材が必要である。

a) ・森林管理(間伐、除草、防火
帯の設置、枝打ち)
・改良牧草の栽培、挿杭の活
用
・コンポストの準備
・A型水準器を利用した測量

・新しい知識を得て、樹木の
保護を実施している。
・火入れを止め、生えてくる
木をそのままにしている。

・小学校の清掃（ゴミの収集）
・コミュニティの清掃（ゴミの収
集）
・渓流（水源）の清掃

・プラスチック袋の弁別
・有機ゴミは農地に

・鶏が庭の苗を荒らすので鶏小屋を作
るための資材を援助してほしい。
・水源は汚染される可能性があるの
で、井戸作りを支援して欲しい。

a) ・森林管理・保護 ・植林をするということは、将
来子供達が木材を利用でき
るよう、その品質を回復し確
保することを意味する。

・水源や森林の保護について
の意識の向上を促進

・家の大清掃（家庭の衛生） ・資材の供与は適切な時期に適切な
形で行われる必要がある。
・メンバーが多く、時には活動時期が
重なるので、もっと道具を支援して欲し
い。
・森林を囲うための針金が必要である。

a) ・枝打ち
・苗畑の設置
・間伐
・重要性に基づいた林業樹種
の選定
・挿し杭使用の針金柵

・建築用や杭、薪のための木
材を確保できる。
・水を保全する（渓流）。
・環境改善につながる。
・動物の回復をもたらす。

・森林の保護、防火帯の設置
・植林用の苗畑の設置
・火入れの防止

・新たな植林地の造成
・プラスチックやガラス製品、
缶を弁別し廃棄（埋める)
・有機ゴミは農地に

・プロジェクトの存在は非常に有益であ
る。
・森林や水源の保全・保護についての
知識を習得した。
・コミュニティへの支援を続けて欲し
い。
・住民の一部の意識の向上につながっ
た。

b) ・森林管理(枝打ち、木の周辺
の除草、間伐)
・土壌保全工
・挿杭の利用
・エンリッチメント

・大切なのは、例えばコミュニ
ティー全体の緑化のように、
コミュニティーの状態を改善
するのに役立つ活動に皆が
参加することである。

・水源の清掃 ・プラスチックゴミの回収、焼
却
・有機ゴミの土壌への混入

・資材の引き渡し時期、方法が適切で
はなかった。
・新しい知識を得て、農地を改良するこ
とができた。

a) ・火入れの防止
・土壌保全（植栽工、石積み
工）
・苗木の生産

・薪を確保する。
・肥料になる植物資材を確保
する(木の葉)。

・道路の補修 （無回答） （無回答） （無回答） ・個人用の道具を支援して欲しい（手
押し車、マチェテ)

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

b) ・植物資材を用いて畑に施肥
・家族に作業のやり方を伝授

・土地を保護し、日陰を得ら
れる。

・コミュニティの清掃 ・家の敷地の清掃（ゴミを一箇
所に集める）

・活動は自分自身のためであり、そのこ
とを家族にも伝えている。
・個人用の道具を支援して欲しい。

c) ・リーダーが知ら
せてくれなかった
ので苗畑について
の技術指導に欠
席した。水撒きを
しているだけであ

・樹木は日陰を提供し、環境
改善に役立つ。

・9月にプロ
ジェクトに参
加

・説明を聞いてもよく理解できないこと
については個人的に指導して欲しい
（クロッキー、個人活動計画の作成）。

b) ・苗木の生産(苗畑の管理)
・植林

（無回答） ・コミュニティの清掃 ･道路にゴミを捨てないよう家
族を教育

・もっと活動に関心を持ち、農地をよく
していかなくてはならない。

b) ・有機剤の作製
・改良牧草の栽培

（無回答） ・コミュニティの清掃
・水源の清掃

・家の清掃をするよう家族を教
育（ゴミを捨てない）

（無回答）

b) ・技術を導入することにより収
穫が量、質ともに向上

・水の保全につながる。
・環境改善に役立つ(日陰が
できる）。
・木材や果物を確保する。

・コミュニティの清掃
・水源の清掃と柵の設置
・苗畑活動の支援

・道を歩く際に清掃 ・初めてプロジェクトに参加した。

b) ・アグロフォレストリー
生垣はかなり長い間もつの
で、もう毎年杭を打ったりはし
ない。

・労力の節約につながる。 ・コミュニティの清掃 ・どうやって環
境活動を行え
ばよいかわか
らない。

・普及員には感謝している。どうすれば
作業を効率よくできるかを指導しても
らった。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

a) ･作業のやり方の改善(土の準
備、施肥)

・家の建設・改築のための木
材を確保できる。

・水源の清掃 ・庭の清掃 ・うまく組織化されている（ワークショッ
プへの参加者との調整）。

a) ・アグロフォレストリー(植栽
工、石積み工）

・水準測量し、土壌を保全す
る。

・水源の清掃
・小学校及び道路の清掃

・水源の清掃 ・いろいろな作業に関し新しい知識を
得た。

b) ・播種の時期・方法 ・家の建設のための木材を
得られる。

・水源の清掃・補修 ・グループ活
動なので。

・プロジェクトの支援（道具、資材）のお
かげで作業が手際よく運び、しかもやり
易い。

b) ・森林管理
・アグロフォレストリー
・農場の整備

・環境、家族の社会経済的
福祉の改善につながる。

・小学校での子供達との講習
会

・農地をどのように保護するか
を子供達に指導

・作業のやり方を教えられるよう、学習
を続けたい。

a) ・アグロフォレストリー(石積み
工）

・土中の水分の保全により収
穫量が増える。

・水源、小学校、教会の清掃 ・プラスチックゴミの焼却
・木の葉は農地に

・牧草の種を植えた牧草地を柵で囲む
ための針金が必要である。

a) ・森林管理・保護
・アグロフォレストリー(農地の

整備)

・木材と薪を得られる。
・環境がよくなる。

・道路の緑化 ・小学校の緑化のための苗木
の生産(林業苗畑の設置)

・キュウリとスイカの種を供与してもらえ
たらと思う。
・森林を柵で囲い、活用できるようにす
るために援助をしてもらえたらと思う(挿
し杭や杭を切り出すための斧)。

b) ・作物の多様化(カボチャ、ピ
ピアン、メロン)

・環境がよくなる(日陰、雨量

の増加)。
・水源の清掃・メンテナンス
・公民館のメンテナンス

・グループで
のみ活動を実
施している。

（無回答）

a) ・果樹栽培(バナナ) ・自家消費用食糧のニーズ
を満たす。

・水源、道路の清掃 ・活動に誘わ
れなかった。

（無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

はい

①環境関連活動

(4)環境教育(3)森林管理技術・森林機能に関する知識の向上

(5)コメント
②理由

①向上点[a/b] ②理由[c] ③森林管理の重要性
環境教育
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付属資料3-3.　アンケート集計資料（Achuapa市3村落）

No.

いいえ

7-1 ウルシダ・セロス・カルデロン

Urcida Cerros Calderón(F)
・石積み工、植栽工の設置
・チェックダムの構築
・接木の育成

・土壌の保全を図る。 ・よりよく土地を利用できるよう指導し
てくれる。

7-2 ベニグノ・ラミレス

Benigno Ramírez (M)
・果樹栽培
・コーヒー苗畑の管理（苗床の設置）
・バナナを植えた石積み工の設置

・多様な作物を同時に作れる。
・食糧が手に入る。
・土壌を保全する。

・普及員の訪問を1回受けた。
・道具の支援がある。
・作業に対する関心を呼び起こす。

7-3 デシデリオ・ラミレス・ラジョ

Desiderio Ramírez Rayo (M)
・果樹の栽培
・石積み工の設置
・テラスの造成
・有機肥料の作成
・不耕起栽培

・耕作用の土地の準備をする。
・除草する。

・1年前から普及員が来てくれてい
る。

7-4 フロレンシオ・カルデロン・ガ
ルメンディア

Florencio Calderón Garmendia
(M)

・等高線沿いの溝の構築
・有機肥料、有機除虫剤の作製
・不耕起栽培
・防火帯の設置
・接木の育成
・野菜栽培

・ワークショップは励みになると同時に意
識の向上につながる。
・食糧を確保する。
・子供に仕事を教える。

・普及員が農地を見に来てくれた。
・技術指導や普及員の訪問は励み
になる。
・活動をどうすれば改善できるか指
導してくれる。

7-5 ラサロ・デ・ヘスス・ガルシア・
ウエテ

Lázaro de Jesús García
Huete(M)

・防火帯の設置
・針金柵の設置
・コーヒー苗畑の設置（散水）

・所有地を保護する（防火）。
・コーヒーを生産する。

・普及員の訪問を受けた。
・火災からの森林保護等、有益な知
識を教えてくれる。
・防火隊を結成する。

7-6 アルヌルフォ・ガルシア・ペレ
ス

Arnulfo García Pérez (M)

・生垣の設置（挿し杭の利用）
・針金柵の設置
・コーヒー苗畑の設置

・コーヒーを栽培する。
・植林し、森林を保護する。

・普及員の訪問は受けていない。
・森林保護に関する知識が向上す
る。
・資材や道具の供与、技術指導によ
り仕事のやり方が向上する。

7-7 ラサロ・アビデル・ガルシア

Lázaro Abider García (M)
・生垣、植栽工（パイナップル）の設置
・コーヒー苗畑の設置
・ファミリー･ガーデン（ピーマン、トマト）
・貯蔵用牧草の栽培（タイワン、サトウキビ）

・家畜用飼料を得る。
・木材を確保する。
・施肥、地力の回復により収穫量を上げ
る。
・家族の食事を改善する

・普及員の訪問は受けていない。
・活動がもっと進んでいる他の住民
の農地を見れる。そこで実習が行わ
れる。

7-8 テオフィラ・ガルシア・ウエテ

Teofila García Huete (F)
・ミーティングに参加す
る時間がない。

（無回答） （無回答）

8-1

イサベル・ラミレス・ガルシア

Isabel Ramírez García (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント)
・林業苗畑の設置

・薪、木材を得られる。
・水源がよくなる。

・普及員の指導で新しいことを学ん
だ。
・森林の保護・管理についての意識
が変わった。

8-2

オティリアノ・ペレス・ラジョス

Otiliano Pérez Rayos (M)
・森林管理(天然更新、防火帯の設置)
・土壌保全工の設置
・コーヒーの木陰栽培
・柵の設置(挿し杭の利用)

・生垣を作れば杭と炊事用の薪を得られ
る。
・コミュニティの環境を改善する。

（無回答） （無回答）

8-3

ビクトル・カラスコ・モレノ

Victor Carrasco Moreno (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント、防
火帯の設置)

・薪、木材を得られる。 ・農場をよくするための支援に感謝
している。
・ミーティングは決めた日に必ず実
施される。

8-4

レオネル・オソリオ・ペレス

Leonel Osorio Pérez (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント、防
火帯の設置)
・生垣の設置（挿し杭の利用）

・森林の管理は私達にとって有益である
（薪や木材、水源）。

・ミーティングは決めた日に必ず実
施される。
・新しい技術を習得できる。

8-5

ビクトル・マヌエル・ブラボ

Victor Manuel Bravo (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント、防
火帯の設置)

・森林育成の経験を積む。 ・ミーティングや技術指導は決めた
日に実施される。
・農地や森林を改良・保護するため
の新しい技術を習得できる。

8-6

フレディ・セロス・セロス

Freddy Cerros Cerros (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント、防
火帯の設置、柵の設置)
・生垣の設置

・森林の回復に努める。
・今ある水源を保護する。

・森林保護の経験が乏し
いので、もっと森林保護
についての技術指導をし
て欲しい。

8-7

ペドロ・パブロ・カルドサ

Pedro Pablo Cardoza (M)
・森林管理(天然更新、エンリッチメント、防
火帯の設置)
・林業苗畑の設置

・水を守る。
・森林についての知識があれば、コミュ
ニティの状況を改善できる。

・経験交流がほとんどな
い。他の人の成果を見る
ことが励みになるので、
経験交流は非常に大事
である。

8-8

ホセ・ベルナルド・カステイリョ

José Bernardo Castillo (M)
・森林管理(エンリッチメント、下刈り、防火
帯の設置)
・土壌保全工の設置

・まだ残っている森林を改良し、保護す
る。

・技術指導を通じて新しい技術を習
得し、実地に移すことで農地の改良
を図れる。

8-9

パブロ・バスケス・リラ

Pablo Vásquez Lira (M)
・個人的に作業をした
いと思う時もあるのに、
プロジェクトの支援はグ
ループ単位である（道
具の利用、配布）。

（無回答） （無回答）

8-
10

イサイアス・リベラ・オロスコ

Isaías Rivera Orozco (M)
・農作業は重労働であ
り忙しい。

（無回答） （無回答）

8-
11

エロイ・ペレス・ペレス

Eloy Pérez Pérez (M)
・プロジェクトのリーダー
が声を掛けてくれな
かった。参加したいと
思っている。関心もやる
気もある。

（無回答） （無回答）

9-1 オネイダ・オソリオ・ゴンサレス

Oneyda Osorio González (F)
・森林管理(天然更新、松の選定・間伐、防
火帯の設置)
・コーヒー苗畑の設置

・活動の実施により農場がよくなる。
・資源が増える。

・技術指導を通じて得た知識により、
もっと注意して農作業を行えるように
なる。

9-2 アラセリ・ペレス・ガルシア

Aracely Pérez García (F)
・森林管理(天然更新、防火帯の設置)
・林業苗畑の設置
・コーヒーの日陰栽培
・生垣（挿し杭の利用）

・森林をうまく管理すれば、薪や木材の
活用等長期的には経済的な効果があ
る。

・技術指導により所有地（農地や森
林）をよりよく管理できるようになる。

9-3 アマド・ガルシア・ペレス

Amado García Pérez  (M)
・森林管理(天然更新、樹種の選定、防火
帯の設置)
・林業苗畑の設置

・農地の価値が上がる。
・薪や木材を得られる。

・新しい知識を習得したことにより、
農地や森林の管理について視野が
広がった。

9-4 サカリアス・ペレス・エルナン
デス

Zacarías Pérez Hernández (M)

・森林管理(エンリッチメント)
・林業苗畑の設置
・生垣の設置

・環境や水源、土地の保護は大切なこと
である。
・プロジェクトの活動により森林にもっと
配慮するようになる。

・森林保護活動を行うにあたって、コ
ミュニティに普及員が来てくれること
は励みになる。

9-5 ルイス・アドルフォ・リベラ・ペ
レス

Luis Adolfo Rivera Pérez (M)

・森林管理(エンリッチメント)
・コーヒーの日陰栽培
・生垣の設置

・森林を保護したおかげで農地の状態
がよくなった。
・利益をもたらすような木を含め、森林の
樹種を多様化できる。

・プロジェクトにより森林保護の重要
性を理解した。

9-6 マクシモ・ペレス・ペレス

Máximo Pérez Pérez (M)
・森林管理(防火帯の設置）
・林業苗畑の設置
・生垣の設置（挿し杭の利用）

・学習し、土地や農地を改良する。 ・プロジェクトは常にサポートしてくれ
る。
・普及員は約束通り物事を履行す
る。

9-7 ホセ・ルイス・オソリオ・アラウス

José Luis Osorio Aráuz (M)
・森林管理(エンリッチメント、下刈り、防火
帯の設置)
・林業苗畑の設置
・生垣の設置

・森林を保護することにより気候がよくな
り、降雨量が増え、野性動物が増加す
る。

・技術指導は役に立った。おかげで
農地や森林の管理技術が向上し
た。

9-8 シメオン・ペレス・ガルシア

Simeón Pérez García (M)
・森林管理(エンリッチメント、防火帯の設
置、病木の間伐)
・林業苗畑の設置

・森林を保護・管理することにより、将来
子供達が活用できるような天然資源を確
保できる。

・技術指導を通じてどのように天然
資源を保護すればいいかを学ん
だ。
・普及員は活動を責任を持って履行
してくれる。

9-9 フアン・バシリオ・マルティネ
ス・ブカルド(M)
Juan Basilio Martínez Bucardo

・どのようなプロジェクト
にせよ、参加する気は
ない。

（無回答） （無回答）

9-
10

イスラエル・ペレス・ペレス

Israel Pérez Pérez (M)
・プロジェクト参加者か
ら誘われたことがない。

（無回答） （無回答）

村落名 氏名

(1)森林管理活動

はい

①理由 ②理由

1. 個人情報 2．質問

(2)技術指導

はい・①理由 いいえ・②コメント

エル・パハ
リト‐ラス・
ブリサス

El
Pajarito-

Las Brisas
2008/5/16
実施

ラス・ラハ
ス

Las Lajas
2008/5/15

実施

グアナカ
ステ

Guanacast
e

2008/5/13
実施

活動
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付属資料3-3.　アンケート集計資料（Achuapa市3村落）

No.

7-1 ウルシダ・セロス・カルデロン

Urcida Cerros Calderón(F)

7-2 ベニグノ・ラミレス

Benigno Ramírez (M)

7-3 デシデリオ・ラミレス・ラジョ

Desiderio Ramírez Rayo (M)

7-4 フロレンシオ・カルデロン・ガ
ルメンディア

Florencio Calderón Garmendia
(M)

7-5 ラサロ・デ・ヘスス・ガルシア・
ウエテ

Lázaro de Jesús García
Huete(M)

7-6 アルヌルフォ・ガルシア・ペレ
ス

Arnulfo García Pérez (M)

7-7 ラサロ・アビデル・ガルシア

Lázaro Abider García (M)

7-8 テオフィラ・ガルシア・ウエテ

Teofila García Huete (F)

8-1

イサベル・ラミレス・ガルシア

Isabel Ramírez García (M)

8-2

オティリアノ・ペレス・ラジョス

Otiliano Pérez Rayos (M)

8-3

ビクトル・カラスコ・モレノ

Victor Carrasco Moreno (M)

8-4

レオネル・オソリオ・ペレス

Leonel Osorio Pérez (M)

8-5

ビクトル・マヌエル・ブラボ

Victor Manuel Bravo (M)

8-6

フレディ・セロス・セロス

Freddy Cerros Cerros (M)

8-7

ペドロ・パブロ・カルドサ

Pedro Pablo Cardoza (M)

8-8

ホセ・ベルナルド・カステイリョ

José Bernardo Castillo (M)

8-9

パブロ・バスケス・リラ

Pablo Vásquez Lira (M)

8-
10

イサイアス・リベラ・オロスコ

Isaías Rivera Orozco (M)

8-
11

エロイ・ペレス・ペレス

Eloy Pérez Pérez (M)

9-1 オネイダ・オソリオ・ゴンサレス

Oneyda Osorio González (F)

9-2 アラセリ・ペレス・ガルシア

Aracely Pérez García (F)

9-3 アマド・ガルシア・ペレス

Amado García Pérez  (M)

9-4 サカリアス・ペレス・エルナン
デス

Zacarías Pérez Hernández (M)

9-5 ルイス・アドルフォ・リベラ・ペ
レス

Luis Adolfo Rivera Pérez (M)

9-6 マクシモ・ペレス・ペレス

Máximo Pérez Pérez (M)

9-7 ホセ・ルイス・オソリオ・アラウス

José Luis Osorio Aráuz (M)

9-8 シメオン・ペレス・ガルシア

Simeón Pérez García (M)

9-9 フアン・バシリオ・マルティネ
ス・ブカルド(M)
Juan Basilio Martínez Bucardo

9-
10

イスラエル・ペレス・ペレス

Israel Pérez Pérez (M)

村落名 氏名

1. 個人情報

エル・パハ
リト‐ラス・
ブリサス

El
Pajarito-

Las Brisas
2008/5/16
実施

ラス・ラハ
ス

Las Lajas
2008/5/15

実施

グアナカ
ステ

Guanacast
e

2008/5/13
実施

いいえ

はい・活動 いいえ・③理由

a) ・植林 ・木材を得られる。 ・庭の清掃
・庭、家庭内のゴミの
焼却

・庭の清掃 ・資材及び道具の支援は適切である。

b) ・石積み工の設置 ・環境の改善に役立つ。
・個人的・社会的福祉の保持
に役立つ。
・経済状態がよくなる。

・道路補修 ・他の農地や他
のコミュニティで
作業をしている
ため時間が足り
ない。

・石積み工にサトウキビを植えたい。
・種子が必要である。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） 無回答 （無回答）

a) ・水保全のために森林を保護
・土壌保全工の設置（石積み
工、植物残渣の混入)
・地力の向上

・食糧を確保できる。
・木材、薪を得られる。
・水の保全につながる。

・庭の清掃
・道路補修

・木の幹へのポスター張り（小
学校との共同作業）

・防火活動には4人の息子も参加した。

a) ・植林
・コーヒー苗畑の設置・管理
・農地の改良（等高線の測定、
コーヒー畑の柵の設置）

（無回答） ・道路の清掃
・道路補修

・道沿いに挿し杭を設置 ・道具は活動に役立った。

b) ・森林におけるコーヒー栽培 ・薪を得られる。
・よい環境を維持できる（酸
素）。
・水を確保できる。
・建設用の木材を確保でき
る

・住民間のコミュ
ニケーション不
足

・援助に感謝している。
・森林火災の防止活動には全住民が参加してい
る（2008年には2件の火災があった）。

b) ・森林保護 ・環境の向上、水土の保全
等、様々な側面がある。
・薪を得られる。

・子供達は小学生で
あり、ポスター張りや
学校の清掃に参加

・あまりやる気が
ない。
・コミュニティで
活動を計画しな
い

（無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

b) ・植林
・林業苗畑

・子供達に資源を残すことが
できる。

無回答 ・殺虫剤の残りを捨てないよう
にする
・家の内外の清掃
・水源の清掃

・あらかじめ予定されていたことは、その通りに履
行された。

b) ・コーヒーの日陰栽培
・挿し杭の設置
・天然更新
・エンリッチメント

・森林の動物の回復を図る。
・日陰を確保できる。
・木の根は水を留める。
・気候がよくなる。

・コミュニティの清掃
（ゴミの収集）

・水源の清掃
・プラスチックゴミの収集
・環境を保護するよう子供達
を教育

・資材の支援は活動の優先順位に応じて行うべ
きである。適切な道具を配布するべきである。
・私達は森林を残す区画を決めており、その区
画を拡大したり、もっと木を植えたりすることは無
理であることを知っておいて欲しい。私達がやっ
ているのは既存の森林の保護である。

b) ・防火帯の設置
・森林保護意識
・挿し杭を利用した生垣の設置

・木は日陰をもたらし環境をよ
くする。

・小学校の清掃
・水源の清掃計画の
作成

・家の内外の清掃
・水源の清掃
・プラスチックゴミの弁別

・以前は正しいやり方で活動をしていなかった。
プロジェクトのおかげで学習したので、今は農作
業についても意識が向上した。
例：火入れの放棄、有機肥料の使用、防火帯の
設置（森林の周囲）、水源の清掃。

b) ・土地利用
・挿し杭の設置
・防火帯の設置
・エンリッチメント

・木を植えれば水源を保全す
ることができる。

・コミュニティの清掃
・プラスチックゴミの
収集

・家の清掃
・プラスチックゴミの弁別
・環境を保護するよう子供達
を教育

・適切な時期に資材が配布されない場合があ
る。
・支援は有益である。森林をよりよく保護できるよ
う指導してくれる。
・供与資材は非常に役立っている。経済的な事
情 自分 購 きな (針金等)a) ・森林保護意識

・防火帯の設置（農地、森林の
周囲）
・天然更新
・森林への家畜の侵入防止

・水を保全する。
・コミュニティの気候がよくな
る。
・木を植えることにより日陰、
薪、木材を得られる。

・コミュニティの清掃
・水源の清掃
・環境に関する講話

・プラスチックゴミの収集、焼
却
・果樹栽培

・植物資材の配布は適切な時期に、適切な方法
で行うべきである。
・プロジェクトでの経験はコミュニティに役立って
いる。自分達が所有する小さな土地をどのように
管理したらいいかについての考え方が変わっ
たb) ・土壌保全

・エンリッチメント
・天然更新
・防火帯の設置

・木がなければ薪や材木、水
もなくなる。

・プラスチックゴミの
収集
・水源を汚染しない
ようにする

・トイレの使用
・家の内外の清掃
・果樹栽培（家の周囲）

・活動実施のための支援を得ている（道具、技術
指導、植物資材等）。
・普及員が時間を守るのはいいことである。住民
との約束事なのだから。

b) ・低密度植林の実施（経験交
流を通じて習得）
・エンリッチメント
・防火帯の設置（森林の周囲）
・天然更新

・水を保全する。
・気候がよくなる。
・酸素を供給してくれる。

・コミュニティの清掃
・水源の清掃
・環境教育への貢献
を目的とした若者の
組織化の推進

・ゴミ廃棄用の穴掘り
・家の内外の清掃
・しかるべき場所へのゴミの
廃棄

・森林保護についての意識が多少向上した。
・よく似た地域との経験交流を通じて活動成果に
触れることは励みになり、関心を高める。

b) ・下刈り
・防火帯の設置
・エンリッチメント
・天然更新

・水量が増える。
・森林がより健康で無駄のな
い状態になる。
・食糧、木材、薪を得られるよ
うに森林を保護する。

・コミュニティの清掃 ・有毒残留物を回収して水源
を保護
・プラスチックゴミの収集
・果樹栽培（家の周囲）

・普及員による技術指導は、農場での活動の実
施に役立っている。

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

b) ・天然更新
・防火帯の設置

・木の根が土を食い止める。
・木の葉が土地を肥やす。

・水源の清掃 ・プラスチックゴミの弁別
・家庭内の清掃

（無回答）

b) ・活動をもっと上手に計画し、
手際よく仕事をすること

・森林の保護が環境改善につ
ながる。
・植物や動物も多様化する。
・水源を保全する。

・弁別ゴミ用のゴミ穴
掘り
・小学生との林業苗
畑の設置
・小学校の清掃

・プラスチックゴミの管理
・化学製品の不適切な使用
の防止
・家にやってくる野性動物の
保護

・普及員は私達の農地にもっと頻繁に訪れるべ
きである（普及員によるモニタリング）。
・プロジェクトの目的が森林管理である以上、技
術指導ではもっと森林管理に力を入れるべきで
ある。

a) ・林業樹種の栽培（エンリッチメ
ント）
・挿し杭の設置
・天然更新
・土壌保全工の設置

・木がなければ水もない。 活動については無
回答

・プラスチックゴミの収集
・土壌に有機ゴミを混入
・水源の清掃

・技術指導に住民が余り集まらなくとも、普及員
はいつでもコミュニティに来てくれる。

b) ・火入れの防止
・病木の選別・伐採
・エンリッチメント
・林業苗畑の設置

・森林の存在が水の保全につ
ながる。
・酸素が増える。
・役に立つ木を確保できる。
・自分の農場で薪や木材を得

・コミュニティの清掃
・水源の清掃

・家の内外の清掃
・プラスチックゴミの収集

・プロジェクトは私達にとって非常に重要である。
技術指導に参加しても習ったことを実施しない人
もいる。しかし普及員は辛抱強く私達への支援を
続けてくれている。

b) ・柵への挿し杭を設置
・エンリッチメント
・コーヒーの木陰栽培

・森林のある所には水がある。
・貴重な木材を得られる。

・水源の清掃
・プラスチックゴミの
収集についての講
話

・プラスチックゴミの収集、廃
棄(埋める)
・植林（家の周囲）

・森林管理に関する技術指導を強化すべきであ
る。
・かなりの間プロジェクトに参加している人もい
る。しかし、今のところ、やると決めた活動を必ず
しも全員が実施しているわけではない。
・森林関係の活動に関する知識はあるかもしれ
ないが、それらを実施しようという気があまりな

b) ・生垣の設置（挿し杭の利用）
・小さな森林の保護
・欲しい木の選定
・農地、森林における防火帯の
設置

・森林は水源の保護に役立
つ。
・森林管理をすれば薪や材木
を活用できる。
・森の動物も帰ってくる。

無回答 ・家の内外の清掃
・水源の清掃
・プラスチックゴミの廃棄(埋
める)

・プロジェクトは道具や知識を与えてくれた。普及
員はいつもコミュニティに来ている。
・共同作業にあまり重きをおいてこなかった。意
見に食い違いがある。

a) ・苗畑の設置
・間伐
・コーヒーの日陰栽培
・気候的な特徴等樹木に関す
る知識

・適切な森林管理により薪、木
材、杭が得られる。
・水源を保護する。
・動物の生息地になる。

・防火活動
・防火帯の設置

・プラスチックゴミについて子
供達を教育
・家の内外の清掃
・水源で作業用機材を洗わ
ないようにする

・普及員は畑に来て実施中の活動を見て回るべ
きだ。
・技術指導は実技の方がよくわかる。普及員は
もっと実技をやるべきである。
・それぞれのグループのメンバーが利用できるよ
う、供与資材はグループリーダーに引き渡すべき
である。

a) ・指導を通じての意識の向上
・防火帯の設置
・林業苗畑の設置
・森林の下刈り

無回答 ・コミュニティの清掃
・水源の清掃

・家の内外の清掃
・プラスチックゴミの弁別
・果樹の育成
・子供達とも上記の活動を実
施

（無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

（無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答） （無回答）

(3)森林管理技術・森林機能に関する知識の向上 (4)環境教育 (5)コメント

①向上点[a/b] ②理由[c] 環境教育 ①環境関連活動

はい③森林管理の重要性

②理由
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ニカラグア国住民による森林管理計画 

-プロジェクトストラクチャー- 
 
 

現地再委託コンサルタン
ト/NGO 

技術協力 

 

契約 

補完 

支援 

審査・承認 

 
日本人専門家 

R/D 

協定 

 

 

  

専門家派遣 
結成 合同調整委員会（JCC） 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾀﾞｲﾚｸﾀｰ
国家林業庁長官 

ｼﾞｪﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ 
森林振興部長 JICA 

 

 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ

ETC 

村落住民 

EEP

INAFOR 市 
UTT-PPM

付属資料４ プロジェクトストラクチャー 

環境室 
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